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広報

今日は楽しみにしていたキャンプ。狭いけ

ど僕たちの家が出来ました。

夏なのに、ここはとっても涼しく 、小鳥も

元気にさえずっています。

はんごうて命炊いたご飯、とてもおいしかっ

た。お父さんたちと一緒にしたゲームやキャ

ンプファイヤーも最高。

自然の中での、とても楽しい思い出の1ペ
ージとなリました。

(引5・野岳湖 -ファミリーキャンプより)
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|空港と高速道路を活用した新しい都市活力ゐ司
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国
際

⑬ 最優先プロジェクト

③ 即時対応が必要なプロジェクト

舎 その他のフU 、エクト

く

新
飛し
躍い
す都
る市
臨活
空力
国 i之
際満
都ぢ
市

こ
の
柱
と
し
て

①
新
し
い
活
力
に
溝
ち
た
都
市

②
快
適
で
豊
か
な
県
中
央
都
市

③
自
然
と
調
和
し
た
リ
ゾ
ー
ト
都
市

都
ム巾
f¥ 

プロジェク ト配置計画図

お
お
む
ら
引
い
都
市
デ
ザ
イ
ン
計
画
委
員
会

(座
長

・
渡
辺
定
夫
東
大
教
授
、
ロ
人
)
は
、

幻
世
紀
の
大
村
の
あ
る
べ
き
姿
を
ま
と
め
た
報

告
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

市
が、

幻
世
紀
を
見
通
し
て
地
域
経
済
を
活

性
化
さ
せ
る
た
め
、
独
創
的
で
実
行
性
の
あ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
案
し
て
も
ら
お
う
と
、
社

団
法
人
全
国
市
街
地
再
開
発
協
会
へ
調
査
・
研

究
を
依
頼
し
て
い

た
も
の
で、

委
員
会
は
、
大

村
市
出
身
の
有
識
者
、
地
域
経
済
の
専
門
家
、

民
間
企
業
の
有
識
者
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
昭

和
位
年
ロ
月
設
置
以
来
、
2
か
年
間
、

計
画
策

定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

1
3
6
ペ
ー
ジ
か
ら
な
る
報
告
書
に
は
、
市

の
現
状
、
計
画
の
概
要
、
問
題
点
、
市
に
備
わ

る
地
域
活
性
化
資
源
お
よ
び
全
国
で
の
地
域
振

興
の
展
開
動
向
や、

お
お
む
ら
幻
都
市
デ
ザ
イ

ン
計
画
の
基
本
方
向
、

そ
し
て
、
「
新
し
い
都
市

おおむら21都市デザイン計画

標自本基

軸
の
形
成
」
「
既
成
中
心
市
街
地
の
再
整
備」

「観
光
リ
ゾ
ー
ト
開
発
」
の

3
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ど
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

-2 -

「
お
お
む
ら
引
都
市
デ
ザ
イ
ン
計
画
」

の

報
告
会
で
は
、
引
世
紀
の
あ
る
べ
き
姿
な

ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

(
%

市

コ
ミ
セ

ン
)



既
成
中
心
市
街
地
の

再

整

再
整
備
が
指
摘
さ
れ
た
駅
前
付
近

-駅前を大村市の玄関口としてふさわし
い整備をする事が重要n・JR貨物ヤート、や公夫施設の複合化、
再配置、パスターミナルの再検討、シ、

ボルロード整備が必要。その為にはン丙

l古街整備との一体化か必要である。、

ーそれにともなって、市内に散在する名
所・旧蹟の活用整備も併せて行い、大村

の歴史と文化を再興するにふさわしい

再発見プロジェクトが必要である。

備

、

き

い

る

れ

心

高

す

ほ

感

の

続

〉

望

を

性

重

丸

か

性

緒

レ

じ

い

り

史

情

ン

わ

ソ
¥
歴
、
、
一

o

要

つ

の

は

ゾ

る

必

街

ン

り

イ

ち

ド

る

イ

ょ

テ

亡

わ

す
可
、
つ

ニ
要

隣

同

一ア

し

一

メ

必

再

いい
い
入
、
比

o

ア

か

の

言
じ
町
、
る
~
備
置

の

舎

能

あ

港

整

立

園
駅
機
で
)
田
町
ル

田

村

、

物

ル

の

ナ

大

せ

建

ナ

て

ミ

、ζ

!
し

一

訟口

一
と
タ

ヨ

タ

軸

ス

!

ス
業
パ

顎

パ
商

J

~
を
こ

駅

き

特

動

前駅

再

一一~- ， ... - . ，.~-_ .... -.ト 』

言--.....-て 朝国E療行';-~.h:':-. ~'~'-，~?k~~S従った~~二少な: 谷川 一一

i 時一票部二映え出湖;

) 観光リゾート開発 ( 
; 大村市は、多良連山の雄大な山並み、 ! 
郡岳のふところに優しく抱かれた野岳湖、

長崎空港の浮かぶ波静かな大村湾など、 ; 

「山Ji海」と変化に富んだ自然に恵まれ
ているこれらの自然環境、豊富な天然自 : 

: 然については、その活用は未だ充分とい ( 

い難い。

: 大村湾を眺望する多良岳山麓は景観的 ! 
なすばらしきがある。 ! 
: また、大村湾沿岸の水際線活用も大い ! 
に望まれる。

‘ そのような点からも 、大村湾を持つ、 ; 

おおむらリゾート開発の展開が望まれる。

h
p
情
緒
性
が
高
〈
親
し
み
の
あ
る

J

R
大
村
駅

実
現
に
む
け
て
の
検
討 新しい都市軸の形成

以
上、

3
つ
の
基
幹
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
あ
る
い

は
、
こ
れ
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
個
別
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
な
ど
が
抽
出
き
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
ま
ち
の
将
来
像
に
つ
い
て
の
合
意
形
成
、

実
現
性
を
担
保
す
る
財
政
実
現
の
効
果
を
充
分

に
引
出
し
、
次
段
階
へ
と
実
現
の
可
能
性
を
高

め
て

い
く
整
備
プ

ロ
グ
ラ
ム
あ
る
い
は
、
事
業

今年度には大村一武雄聞の高速道路が

開通する予定で、 ますます交通の利便

性がでてくる (池田インター付近)

空港・高速道路・新幹線は空港を中心

とする広域高速交通体系の受け皿である。

それに対して、国道34号線は、市内の交

通体系の主軸である。

その二つが、交差する地区に、シビッ

クゾーンを形成し大村市の業務系公共施

設・公益施設や県庁機能の分担を図って

いくべきである。

空港と高速道路を活用した新しい都市

活力の創造・国際交流学園都市の形成が、

これからの大村市の地域活性化には、不

可欠となるものである。

主
体
と
い
っ
た
検
討
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
即
地
的
な
要
素
も
強

く
、
従
来
の
タ
テ
割
り
の
中
で
は
推
進
の
責
任

体
制
は
明
確
に
な
り
難
い
も
の
が
多
い
。
新
し

い
都
市
核
の
形
成
な
ど
、
市
の
都
市
構
造
を
組

替
え
て
い
こ
う
と
い
う
よ
う
な
ピ

ッ
ク
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
応

の
対
策
室
な
ど
の
組
織
づ
く
り
が
望
ま
れ
る
。

関
連
部
課
か
ら
の
職
員
、
民
間
人
の
活
用
な

ど
を
進
め
、
町
内
の
組
織
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
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総
参
/加
に
よ
る
環
境
美
化
運
動
、
市
民
憲

章
の
推
進
、
小
さ
な
親
切
運
動
な
ど
の
活

動
を
推
進
し
よ
う
と
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
環
境
美
化
な
ど
に
貢
献
さ
れ
た

次
の
叩
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。(敬
称
略
)

V
乾
馬
場
長
寿
会

(本
堂
川
清
掃
な
ど
)

V
宮
小
路
老
人
会

(児
童
公
園
の
清
掃

・

植
木
せ
ん
定
)
V
花
の
水
主
町
を
作
る
会

(水
主
町
商
庖
街
の
花
壇
づ
く
り
な
ど
)

V
市
連
合
婦
人
会
(
市
民
大
清
掃

・
合
成

洗
剤
追
放
運
動
な
ど
)
V
大
村
園
芸
高
校

(
オ
オ
ム
ラ
ザ
ク
ラ
な
ど
の
増
殖

・
育
成

ー
さ
く
ら
功
労
賞
受
賞
)
V
大
村
工
業
高

校

(学
校
周
辺
の
清
掃
な
ど
)
V
向
陽
高

校
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ

(同
)
V
大

村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
(
同
)
V
日
本
ボ
ー

イ
ス
カ

ウ

ト

第

1
団

(市
民
憲
章
広

場
花
壇
の
植
栽
な
ど
)
V
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ

ト
日
本
連
盟
県
第
7
団

(同
)

市民総参加の環境美化をH

10団体を表彰=

-4 -

1
0
0
歳
長
寿
大
村
市
で

2
人
目

A総会では、環境美化などで、 10団体が

表彰を受けられました (括 ・市役所)

武
蔵
野
園
太
郎
さ
ん
(
明
治
辺
年
6
月

お
日
生

・
福
重
町
)
が
、
6
月
お
目
、
満

1
0
0
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

松
本
市
長
は
、
入
院
先
の
原
医
院
を
訪

れ
、
祝
い
状
と
金

一
封
を
贈
り
、
長
寿
を

祝
い
ま
し
た
。

武
蔵
野
さ
ん
は
、
腰
痛
の
た
め
現
在
入

院
中
で
す
が
、
も
う
痛
み
も
や
わ
ら
ぎ
、

ま
た
、
耳
や
話
し
方
な
ど
も
し

っ
か
り
し

て
お
り
、
と
て
も
元
気
で
す
。

こ
の
日
は
、
県
や
同
医
院
の
看
護
婦
さ

ん
な
ど
か
ら
も
、
祝
い
状
や
花
束
な
ど
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
で
、
大
村
市
の

1
0
0
歳
の
長
寿

者
は
、

三
浦
キ
サ
き
ん
(
大
里
町
)
に
次

い
で

2
人
に
な
り
ま
し
た
。

=市民憲章推進協議会・

市
民
憲
章
推
進
協
議
会
(
永
田
光
雄
会

長
)
の
総
会
が
、
6
月
却
日
、
市
役
所
で

聞
か
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、

「水
と
緑
と
花
に
包
ま
れ

た、

き
れ
い
な
街
。
つ
く
り
」
を
重
点
推
進

事
項
に
、
各
町
内
、
事
業
所
な
ど
、
市
民

6月18日、神奈川で行われた、岳精流日

本吟院 「全国吟道大会」の独吟の部で、 森

林純子さん (46歳 ・竹松町)が、みごと優

勝されました。

大会には、全国から約 2000人の詩吟

愛好家が出場、 森林さんが吟じたのは、課

題吟の 「九段の桜J

「詩の心を精い っぱし、表現できればj と

の思いで望んだのが功を奏 し、晴れの栄冠

をものに しました。

h
F
喜
び
の
優
勝
報
告
を
さ
れ
る

森
林
さ
ん
(
前
列
中
央
)

(為

・
市
役
所
)



早
期
開
通
を
目
指
し
て

大村の観光見直す
=地域指導者学習会二

ー

大
村
・
鹿
島
間
道
路
開
路
促
進
期
成
会
総
会

来

hv
早
期
開
通
に
向
け
て
、
両
市
聞
の
結

束

を

固

め

ま

し

た

(
労

・
玉
姫
殿
)

地域指導者学習会が、立教大学の前田勇教授を

講師に、 7月1日、市コミセンで聞かれました。

演題は、「大村の活路、大村の観光振興を考える」

で、大村が持っている豊富な歴史、文化資源あ

るいは、特色ある観光地となりうる可能性をもち

ながらうまく活かされていないなど、観光大村の

問題点などが指摘きれました。

国
道
4
4
4
号
線
の
早
期
開
通
(
未
開

通
U
M
)
を
目
指
す
、
大
村

・
鹿
島
間
道

路
開
路
促
進
期
成
会
(
会
長
・
松
本
市
長
)

の
総
会
が
、

7
月
7
日
、
市
内
玉
姫
殿
で

開
か
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
松
本
市
長
や
副
会
長
の
馬

場
鹿
島
市
長
な
ど
両
市
関
係
者
を
は
じ
め
、

議
会
、
観
光
協
会
、
商
工
会
議
所
、
農
協
、

そ
れ
と
、
長
崎
、
佐
賀
両
県
の
土
木
部
長
、

建
設
省
、
営
林
署
な
ど
約

ω人
が
出
席
。

「
早
期
開
通
に
全
力
を
挙
げ
た
い
」
と

す
る
両
市
長
の
あ
い
さ
つ
。
両
県
担
当
に

、
ェ
ぃ
観
光
大

く
首
か
さ
れ
て

L

』
F

う

ま

活

;
f
c、
世
田
商
附
さ
れ
た
地
域

訓

話

許

ザ

(
可
制
コ
ミ
七
ン
)

よ
る
事
業
概
要
説
明
な
ど
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
本
年
度
の
事
業
計
画
と
し
て
、

①
事
業
促
進
の
た
め、

国

・
県
要
望
態
勢

の
充
実
と
活
動
の
強
化
②
早
期
開
通
の
た

め
、
地
元
協
力
態
勢
の
整
備
③
道
路
財
源

の
確
保
の
た
め
、
国

・
県
に
対
し
強
力
に

要
望
す
る
、
な
ど
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

崎
恭
箆
，
s

H
E
Z

三
三
三
=
=
三
三
三
三
=
=
=
三
三
=
一
三
三
三
=
三
=
一
三
三
三
三
三
=
一
三
三
主
三
一
三
=
三
一
三
三
三
三
三
=
三
三
=
一
三
=
三
一三三三=========一一一一一一一一一一一一一一一一
一三一一一一一一一一一一=
F

山
長
筒
閉
め
顔
&
り
が
と
う
キ
ャ
レ
ベ
l
b
標
語
募
集

川

州

締
め
切
り

9
月
日
日
出

(
当
日
消
印
有
効
)

川

送
付
先

制
長
崎
県
観
光
連
盟
(
干
制
長
崎
市
大
黒
町
3
j
I
長
崎
交
通
産
業
ビ

川

川

ル
2
階
)

川

※
詳
し
く
は
、
長
崎
県
観
光
連
盟

(宮
長
崎
③
3
0
8
7
)

へ

川

当
三
三
三
=
一
三
三
=
=
三
三
三
=
=
=
三
三
三
三
三
三
三
三
三
主
主
主
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
主
主
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
=
三
三
三
=
一
三
三
弔

鏡

審

議

表

彰

ー

平
成
元
年
度
町
務
連
絡
員
総
会

1

hv
永
年
勤
続
者
表
彰
で
は
、
日
間
人
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
(
島
・
市
コ
ミ
セ
ン
)

平
成
元
年
度
の
町
務
連
絡
員
総
会
が
、

6
月
幻
日
、
市
コ
ミ
セ
ン
で
聞
か
れ
、
永

年
地
域
町
内
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
、
永
年

勤
続
者
の
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
、
次
の
皆
き

ん
で
す
。

(
敬
称
略
)

何
年
船
本
行
徳
(
久
原
団
地
)
、
橋
村

茂
(
水
田
1
区
)
、
田
崎
鶴

一
(
向
陽
町
)
、

上
野
類
作
(
宮
小
路
2
丁
目
)
、
原
口
政

一
(
宮
小
路
3
丁
目
)

叩
年
向
井
静
雄
(
東
浦
)
、
福
田
利
一

(
武
部
)
、

山
口
晃

(
荒
平
)
、
津
ノ
井

正
(
諏
訪
1
区
)
、
下
山
達
雄
(
水
田
町
)

5
年
辻
田
照
雄

(三
城
第
1
)
、
畠
田

武

(
回
の
平
町
)
、
尾
竹
睦
雄
(
池
田
叩

区
)
、
山
口
正
勝
(
池
田
ア
パ
ー
ト
)
、

福
田
健
(
乾
馬
場
)
、
出
口
漠
(
宮
本
)

せ
ん
定
ま
か
せ

τ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

実
技
研
修
会

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

6
月

お
日
、
植
木
せ
ん
定
の
技
術
向
上
を
図
る

た
め
、

造
園
業
の
富
永
和
博
さ
ん
を
講
師

に
招
き
、
実
技
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

最
近
は
、
植
木
せ
ん
定
の
受
注
も
多
く
、

会
員
も
技
術
向
上
に
積
極
的
。

今
回
の
研
修
に
は
、
約
白
人
の
会
員
が

参
加
、
松
や
つ
つ
じ
、
ト
ベ
ラ
な
ど
を
対

象
に
、
芽
摘
み
、
ハ
サ
ミ
の
入
れ
方
な
ど

で
、
う
で
を
磨
き
ま
し
た
。

こ
の
研
修
は
、
市
役
所
内
周
辺
の
植
木

を
対
象
に
、
昨
年
か
ら
始
め
ら
れ
て
お
り
、

会
員
の
多
く
は
手
慣
れ
た
手
つ
き
な
が
ら

も
、
更
に
技
術
向
上
を
図
ろ
う
と
、
ハ
サ

ミ
入
れ
に
意
欲
的
で
し
た
。

(中元などとめ埋答は ; 
:やめまレょっ

イ l土 歳暮および中:
県議会、、二!斗 託婚葬祭 :
:示の贈淳、まに日、山口おけL棟、香典、供物、:
ねナ Y、虚礼にあたるもの.

;121tkいます。ご協力く ブ 問

: ださい。 ・・・・・・・・・.. ゐミたし 一一…臨仏凶端端~-，j
せん定の方法などを教わり技術向上を図

るシルバー会員の皆さん (だ9・市役所)

5 



匝記圃圃画

人
生
初
年
:
:
:。
あ
な
た
は
長
く
な

っ

た
老
後
を
安
心
し
て
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
か
。
H

ま
だ
若
い
か
ら
老
後
な
ん
で

ず
っ
と
先
の
こ
と
々
と
思
っ
て
い
る
人
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
老

後
は
誰
に
で
も
訪
れ
、
決
し
て
避
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
老
後
の
訪
れ
は
早
く

そ
し
て
、
厳
し
い
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

年
金
は
却
歳
か
ら

ω歳
ま
で
の

ω年
を

か
け
て
各
人
の
努
力
に
よ
り
作
り
あ
げ
る

も
の
で
、

1
年
や
2
年
で
簡

単
に
で
き
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
歳
を
と

っ
て
年
金

の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
手
遅

れ
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

全
て
の
人
が
幸
福
で
明
る

い
老
後
を
迎
え
る
た
め
に
も

き
ち
ん
と
年
金
に
加
入
し
、

老
後
の
下
準
備
を
し
て
お
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

企
ボ
ー
ル
送
り
競
争
を
楽
し

む
お
年
寄
り
た
ち

(
大
村
市
老
人
ク
ラ
ブ
ス
ポ

ー
ツ
大
会
よ
り
)

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん

福
祉
年
金
証
書
の
提
出
を

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、

8
月
の
支
払
い
を
受
け
た
ら
、
す
ぐ
に
福

祉
年
金
証
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

ま
た
、
所
得
な
ど
に
よ
り
、
年
金
の
支

払
い

が
停
止
さ
れ
て
い
る
人
も
提
出
が
必

要
で
す
c

こ
れ
は
、
受
給
者
本
人
お
よ
び
扶
養
義

務
者
の
前
年
の
所
得
の
状
況
を
審
査
し
、

引
き
続
き
年
金
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か

を
決
定
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

み
怒
今
、
ん
め
作
目
凹
ま
っ

T
h
vま
す

国
民
年
金
作
文
コ
む
つ

l
ル

明
る
い
家
庭
、
ふ
れ
あ
い

の
あ
る
家
庭

の
様
子
な
ど
、
テ
ー
マ
に
そ
っ
た
作
品
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

作
文
の
内
容

・
老
後
の
た
め
の
制
度
と

し
て
、
ま
た
、
万

一
(
障
害

・
遺
族
年
金
)

の
場
合
に
備
え
て
国
民
年
金
や
厚
生
年
金

な
ど
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
費
用
は

み
ん
な
が
負
担
し
、
協
力
し
て
支
え
あ

っ

て
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
な
ど
か
ら

聞
い
て
、
家
庭
と
年
金
の
関
係
、
お
母
さ

ん
の
年
金
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
年
金
な
ど

知
り
感
じ
た
こ
と
を
表
現
し
て
く
だ
さ
い
0

・
市
内
に
は
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
の
積

立
金
(
還
元
融
資
)
を
利
用
し
て
つ
く
ら

れ
た
施
設
(
市
立
病
院
、
簡
易
水
道
、
体

育
館
、
市
民
プ

l
ル
、
福
祉
セ

ン
タ
ー
、

本
町
保
育
所
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
、

清
掃
車

な
ど
)
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
日
常
生
活
の

う
え
で
大
い
に
役
立

っ
て
い
ま
す
。

も
し
、
証
書
の
提
出
を
忘
れ
る
と
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
間
と
提
出
場
所

・
8
月
日
日
働
l
U
日
間

各
出
張
所
、
保
険
年
金
課

・
8
月
日
日

ω
jn日
ω

保
険
年
金
課
年
金
係

持
っ
て
く
る
も
の

・
福
祉
年
金
証
書

・
印
鑑

こ
れ
ら
を
利
用
し
て
、
ま
た
見
学
し
て

思
っ
た
こ
と
な
ど
を
表
現
し
て
く
だ
さ
い
0

・
年
金
の
受
給
者
の
皆
き
ん
も
、
納
付
の

時
代
、
現
在
の
受
給
の
時
代
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
出
や
考
え
な
ど
が
あ
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。

-
そ
の
他
年
金
(
厚
生
年
金
含
む
)
に
関

係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
表
現
し
て

く
だ
さ
い
。

作
文
の
枚
数

官時忍
を

4
0
0
字
詰
原
稿
用
紙
2

窃
局
寝
泊
旬
富
録
取

夏
は
気
持
ち
が
開
放
的
に
な
り
つ
い
気

が
ゆ
る
み
が
ち
に
な

っ
た
り
、
暑
さ
で
ボ

!
ッ
と
し
た
り
し
ま
す
の
で
、
交
通
事
故

に
は
特
に
気
を
付
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
ま
た
、
夏
休
み
期
間
中
は
子
ど
も
が

枚
以
内
(
た
て
書
、
未
発
表
の
も
の
)

応
募
で
き
る
人

市
民
の
方
な
ら
誰
で
も

応
募
で
き
ま
す
。

児
童
・
生
徒
の
部
、
一
般
の
部
(
高
校
生

以
上
)
が
あ
り
ま
す
。

※
入
選
者
に
は
賞
状
と
副
賞
を
、
ま
た
、

出
品
者
全
員
に
記
念
品
を
進
呈
し
ま
す
。

締
め
切
り

9
月
9
日
出
(
当
日
消
印
有

効
)
応
募
・
問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
年
金

係

(
干
附
玖
島
1
丁
目
お
番
地
)

※
く
わ
し
い
応
募
要
領
は
保
険
年
金
課
、

ま
た
は
、
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

6 -

戸
外
で
遊
ぶ
こ
と
が
多
く
な
り
、
そ
の
分

事
故
に
遭
、
っ
危
険
性
も
高
く
な
り
ま
す
。

市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
交
通
安
全
を
再

認
識
す
る
と
共
に
、
子
ど
も
の
行
動
に
も

気
を
く
ば
り
、
悲
惨
な
交
通
事
故
に
遭
わ

な
い
、
遭
わ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
万
が

一
の
場
合
に
備
え
て
市
民
交

通
傷
害
保
険
へ
の
加
入
を
お
忘
れ
な
く
。

受
け
付
け
は
、
総
務
課
お
よ
び
各
出
張
所

で
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

r (;びろさ乙干景J
写翼募集

まちづ、くり推進事業の一環

として、長崎県ではふるさと

手景写翼展示会を催すことと

ヤり¥大村市からも出展レま

JO私だちのまちの特色あふ
れる作昂を出昂くださいo

写真の内容 自然・まち並み

水辺・史蹟・建物 ・伝統行事

察りなど。
戸品期限 8月24日(由

主催長崎県

出品・問い合わせ

まちづくり推進至
※なお、ネガフィルムも資料

としてお貸しください。



認栓

量脅
秀窃
言語
2蓄
し賓
た ω

1
5
月ペ
l

日
よ
り

l

印
歳
未
満
の
人
の
年
収

同

叩
万
円
未
満
S
M剛
川
万
円
未
満

印
歳
以
上
ま
た
は
障
害
年
金
受
給
者
の
年
収

同

叩
万
円
未
満
易
岡
山
川
万
円
未
満

国
民
健
康
保
険
は
、
社
会
保
険

に
加
入
で
き
な
い
人
の
為
の
保
険

で
す
。高額療養費の

自己負担額が57，000円に

社
会
保
険
の
扶
養
に
な
れ
る
人
は

早
急
に
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
社
会
保
険
に
加
入
で
き

た
場
合
は
、
社
会
保
険
証
ま
た
は
、

社
会
保
険
取
得
証
明
等
と
印
鑑
お

よ
び
国
民
健
康
保
険
証
を
持
っ

て

国
民
'健
康
保
険
の
喪
失
届
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
は
、
社
会
保
険

を
取
得
し
た
日
に
さ
か
の
ぼ
り
使

用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
の
扶
養
に
な
れ
る
人

次
の
要
件
に
全
て
該
当
さ
れ
る

人
で
す
。

①
主
と
し
て
被
保
険
者

(社
会
保

険
)
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ

て
い

る
人

②
被
保
険
者
の
配
偶
者
・
子
・
父

母

・
祖
父
母

・
弟
妹

・
お
よ
び
同

一
世
帯
に
属
す
る
3
親
等
内
の
親

族③
年
間
収
入
が

1
1
0
万
円
未
満

(ω
歳
以
上
ま
た
は
障
害
年
金
受

給
者
に
つ
い
て
は

1
6
0
万
円
未

満
)
の
人

(収
入
に
は
各
種
年
金

.
失
業
保
険
も
入
り
ま
す
)

た
だ
し
、
健
保
組
合
・
共
済
組

合
に
よ

っ
て
は
こ
の
要
件
に
よ
ら

な
い
所
も
あ
り
ま
す
。

医療費の自己負担額が一定額を超えだときに、そ

の超え疋分を高額療養費として払い戻します。これ

が高額療養費受給制度です。

この自己負担限度額ガ法律の改定により、 6月診

療分から次のように変わりましだ。
( )内は住民税非課税世帝

①一部負担金の支 j支払医療費ガ10万円の場合

払い別人4か月 j 自己負担額 i 鷺号事室額!
?つの病院などで 57.000円 I43.000円 ;
57.000円 (住民税 | (31，800円) I (68.200円〉
非課税世帯は31.800円〉 を超えた場合
②世帯合算・・・同一世帯で同一診療用の一部負担金ガ

30.000円(住民税非課税世帝は21.000円〉以上の麦

払いが2件以上あつだ場合¥その額を合算して57，0

00円(住民税非課税世帯は31.800円〉 を超えた場合

Aさんの効医療費ア万円 :Aさん+8さん寸市旦(合算):
Bさんの支払医療費4万円 ; 世帝負担額 i畏ぎぞき三金額:

の場合 I57.000円 I53.000円
③多数該当…同一世帯| (3↑，800同) I (78.200円〉

で1年間に4回以上高額療養費ガ支給される場合¥

4回目以降は、一部負担金(②の出帯合算も含む〉

が33，000円(住民税非 支払医療費?回10万円で計算
課税世帯は22，200円〉 二 ?回目"'-'3回目まで=

を超えた分ガ麦給され : 支払医療費10万円
ますo 自己負担額 !望号室額

なお¥人工透析や¥ 1 57，GOO円 |43，GOO円
| (31，800円) I (68，200円〉皿友病などの治療費に ，，'-'I ' .............." ...J，/ 

:= 4回目以隆=
ついては従来どおり10 自己負担額 1 重警警警警三時:

庄 一、~~日 '

000円の自己負担です 33.000円 i'/67 ~O~ÕÕP3 i 
みます。 I(22，200円) I C77，800円〉
※詳しくは保険年金課保険係へお尋ねください。

弁
護
士
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

法
律
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

長
崎
県
弁
護
士
会
は
、
長
崎
市
に
お
い
て
法
律
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

有

料

法

律

相

談

(7
月
か
ら
実
施

場

所
日

時

相
談
料

内

容

県
教
育
文
化
会
館
(
長
崎
市
築
後
町
2
1
1
)

毎
週
土
曜
日
午
後
1
時
1
5
時
(
受
け
付
け
は
午
後
4
時
ま
で
)

1
件
5
0
0
0
円
(相
談
時
間
は
加
分
を
目
安
に
し
て
く
だ
さ
い
)

法
律
相
談
一
般

無

料

法

律

相

談

(法
律
扶
助
協
会
長
崎
県
支
部
主
催
)

場

所

長
崎
地
方
裁
判
所
1
階
弁
護
士
控
室

日

時

毎
週
火
曜
日
午
後
1
時
か
ら
(
受
け
付
け
は
午
後
3
時
ま
で
)

内

容

法
律
相
談
一
般

問
い
合
わ
せ

長
崎
県
弁
護
士
会
(
合
長
崎
⑫
5
9
5
4
)

へ

議
m費
震

設

(

長

崎

市

五

日

時

議
所

県
主
J
i
ぺいし
γ
f
」
ユ
一
ま
す
。
午
後
1
民
4
1
1

u
l
時

随
時
受
け
木
、
hu--

一、

絹
談
料

H
H
4
4

関

空

ク

レ

ジ

ッ
ト
訪
問
販
売
車

内
容

件
事
1
T

忠
商
法
な
ど
)

問
い
合
わ
せ

県
生三
活
ゼ
ン

タ

告
主主
出奇
⑫ 
2 
7 
8 

...... ・

観
光
博

・・・
γ
Z
Rド
.

マ
ナ
ー
を
守
つ

T

い
d
u
e
ヲ勺•• 

美
し
く

J

・江守

..
 

観
光
週
間

8
月
A
l
B
j
ア
日
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警
警

4
，a官
寸

庁
地汀

1Tf? ;，;)も1.;'<
~1 ザ

企健康的な意見ガ発表

されだ弁論大会

(九 ・市民会館〉

企
山
U
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
街
頭
パ
レ

ド、ガ

¥
7月
8
日

行
わ
れ
ま
し
だ
。

次
代
を
担
う
少
年
た
ち
の
、
山
川
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

行
わ
れ
だ
も
の
で
、
市
や
保
護
司
会
¥
青
少
年
健
全
育
成
連

絡
協
議
会
¥
P
T
A
連
合
会
、
郡
中
吹
奏
楽
部
な
ど
約
2
0

0
人、ガ
参
加
¥
市
民
会
館
を
出
発
点
に
戸
ケ
i

ド
街
な
ど

で
非
行
防
止
な
ど
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
芝
、
何
日
に
は
¥
大
村
・
東
彼
地
区
の
中
学
生
か
ら
高

校
生
げ
人
、
ガ
参
加
し
芝
¥
青
少
年
弁
論
大
会
ガ
行
わ
れ
ま
し

た。

r''f
ト

'

以

が

ふ

hv
青
少
年
の
非
行
防
ヰ
な
ど
を
呼
び
か
け
た

街
頭
パ
レ
ー
ド

(
元

・
市
内
戸
l
l
ケ
i

ド
街
)

h
p

中
国
料
理
を
マ
ス
タ
ー

(
%

鈴
田
一旭
区
住
民
セ
ン
タ
)

鈴
田
旭
区
婦
人
会
(
〈
童
子
セ
ツ
ヨ
会
長
〉
は
、

6
月
ジ
巳
¥
同
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
で
¥
ウ
工

ス
レ
ヤ
ン
短
大
の
研
修
生
、
陳
端
端
さ
ん
(
辺

歳
)
を
招
い
て
¥
中
国
料
理
の
作
り
方
な
ど
の

勉
強
会
を
行
い
ま
し
だ
。

メ
ニ
ュ
ー
は
¥
豚
肉
、
モ
ヤ
シ
¥
二
ラ
な
ど

を
使
つ
疋
春
巻
¥
豚
肉
と
白
菜
の
ス
プ
や
、
だ

ん
ご
の

3
種
類
で
¥
山
人
の
強
弱
や
コ
ツ
な
ど
、

陳
さ
ん
の
実
習
は
大
変
参
考
に
な
る
と
喜
ん
で

い
ま
し
だ
。

j • 

企大村はよかとこばい

(ラオ ~8 ・ 0R大村駅ほか〉
萱瀬小学校 〈朝長彰枝長〉の4年生以
上の児童による「郷土を知らせるポスタ

ー展」ガ¥ア月?白から8日まで¥0R
大村駅、、大村郵便信号の2会場で行われま
しだO

地域社会とのふれあいをテ マに、郷

土の名所、特産自などをポスターに表現

しようと始められだもので、花しようぶ

や長崎空港、黒丸踊り、黒丸五寸にんじ

んなど、約80点ガ展示されました。
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農
地
な
ど
の
転
用
は

許
可
が
必
要
で
す

移動芸術祭新劇公演

二 劇団文学座 =

事2と偶然の律令

9月28日(木)

市民会

転

用

と

は

・・
・・

①
農
地
を
住
宅

・
工
場
敷
地
、
道
路
、
山

林
な
ど
農
地
以
外
の
用
途
に
転
換
す
る
こ

と
で
す
。
資
材
置
場
な
ど
へ

の
一
時
転
用

も
含
ま
れ
ま
す
。

②
農
地
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
現
況
に
よ

っ
て
判
断
さ
れ
ま
す
。
土
地
登
記
簿
上
は

農
地
で
な
く
て
も
、
土
地
が
現
に
耕
作
の

用
に
供
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
の
土
地
の
転

用
に
は
許
可
が
必
要
で
す
。

転

用

に

は

2
種
類
あ
り
ま
す

地
を
転
用
す
る
場
合
(
農
地
法
第
4
条
の

許
可
)

②
農
地
の
所
有
者
か
ら
農
地
を
買
い
受
け
、

借
り
受
け
転
用
す
る
場
合
(
農
地
法
第
5

条
の
許
可
)

無
断
転
用
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

許
可
を
受
け
な
い
無
断
転
用
の
場
合
は
、

違
反
転
用
と
し
て
工
事
の
中
止
や
原
状
回

復
を
し
て
も
ら
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

特
に
注
意
し
て
く
だ
き

い
。

無
断
転
用
は
周
辺
の
農
地
に
悪
影
響
を

お
よ
ぽ
す
ば
か
り
で
な
く、

地
域
み
ん
な

の
迷
惑
と
な
り
ま
す
。
貴
重
な
農
地
を
守

り
有
効
に
利
用
す
る
た
め
、
転
用
す
る
と

き
に
は
必
ず
農
業
委
員
会
に
相
談
し
ま
し

ト品、「
ノ。
問
い
合
わ
せ

心に“ゆとり"と jl 
“感動"を は
D¥恕たに i実
お届けします 日

!之
!員

皇官

淑恵

ただいま、前売券発売中

※前売券発売所など詳しくは、ア月号日広報おおむら11

まだは社会教育課へお尋ねください。

平

ゐポコ;など2 健胃由~~昌ヘ
市
農
業
委
員
会

皆さんのスポーツ振興を図るため、体育指導委

員20人を委嘱しています。

スポーツ、レクリェ ーションなどの企画 ・運営

実技指導な どのご相談に応じていますので、お気

軽にどうぞ。

自
動
車
税
も
う
納
め
ら
れ
ま
し
た
か
刀

自
動
車
税
の
納
期
限
は
5
月
白
日
ま
で

で
し
た
が
、
ま
だ
納
付
さ
れ
て
い
な
い
人

は
、
至
急
納
め
て
く
だ
さ
い
。
遅
く
な
る

と
、
年
利
凶

・
6
%
の
延
滞
金
が
加
算
さ

れ
余
分
の
負
担
が
か
か
り
ま
す
。

グ
転
居
な
ど
の
た
め
納
税
通
知
書
が
届

い
て
い
な
い
。
と
い
う
よ
う
な
人
は
、
至

急
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
領
収
書
は
、
車
検
に
必
要
で
す

の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、

長
崎
県
自
動
車
税
事
務
所

(包
長
崎
@
8
8
3
5
)

へ

個
人
事
業
税
は

8
月
例
日
ま
で
巴

第
1
期
分
の
納
期
限
は
、
8
月
訂
日
で

す
。
納
税
通
知
書
を
8
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す

の
で
、
近
く
の
銀
行

・
郵
便
局
な
ど
で
納

め
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
諌
早
県
税
事
務
所
(
宮
⑫

0
5
0
8
)

へ

貝

氏 名 {主 所 電話
万井木三 忠義 日泊町1102 ~0313 
一瀬一 春 岩松町877 @2048 

中 島 泰 二 木場2丁目536-1 ~2738 
加瀬川 宇E斤1 文 久原 1丁目871 ~5771 
自 浜千寿子 赤佐古町199-2 ②4758 

田 中 芳 幸 久原 1丁目122-3 ②6255 
朝長 r厄iー， 7k主町2丁目673-7 ③0647 
飛 口 虞 杭出津2丁目535 ③1497 

鶴 A見~ 植松3丁目152-12 ⑪1489 

塚崎正 紀 諏訪3丁目473-16 @3246 

森上 吉郎 諏訪2丁目 9 ③4640 
) 11 村勝信 古賀島町260-3 ③6275 
τEt3 r 田 州、| 男 協和町774-2 ③1120 

田 添利 ヲム 荒瀬町146 ③3649 

牛 嶋知 孝 鬼橋町198-1 ③7751 

円IJ 田 征一郎 鬼橋町217 ③8330 
津 山 武久 富の原2丁目230-2 @1434 

林 孝 允 沖田町457-1 @0543 

仙 波 ミツ子 松原 1丁目751-1 @7475 

福 嶋健 吉 松原本町469-4 @7309 
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質
問
内
容

①
い
ま
活
動
し
て
い
る
ク
ラ
ブ

・
サ
ク
ル
名
入
〈
云
歴

②
入
会
し
だ
動
機
な
ど

③
現
在
の
活
動
状
況
な
ど

④
今
後
の
抱
負
な
ど

ぼ

く

の

わ
た
し
の

ね
ず
み
の
ぬ
い
ぐ
る
み

福き

田だ

平ぺ

鉄3

(
9歳
・
杭
出
津

2
丁
目
)

西
村
淑
子
さ
ん

(
糾
歳
・
久
原
2
丁
目
)
主
婦

宇
津
宮

正
昭
さ
ん

(
糾
歳
・
久
原
1
丁
目
)
自
衛
官

yずJ

ちゃん(玖皐2丁目〉

2. 8生まれ

元気で明るい子です。 素直なや

さしい女の子になってほしいで

すね。 一..一 (田 .5台美さん〉

介、、ノル登場

-、ム 、， ) 
11/〆

あす か

飛鳥

S. 63 

アイ

ほ
下

まつ

松

た
カ、

も

の

b 

く
ん

ぼ
く
の
だ
か
ら
も
の
は
、

4
さ

い
の
と
き
、
三
浦
の
ま
さ
に
い
ち

ゃ
ん
(
あ
田
さ
ん
の
弟
)
か
ら
も

ら
っ
芝
¥
ち
い
さ
な
ね
ず
み
の
ぬ

い
ぐ
る
み
で
す
。

ぬ
い
ぐ
る
み
は
¥
灰
色
で
¥
目

ガ
小
さ
く
¥
ひ
げ
が
商
万
に

4
本

あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
か
わ
い
い
ぬ

い
ぐ
る
み
を
も
ら
え
る
の
は
二
度

と
な
い
と
思
い
ま
し
だ
。
そ
れ
に
、

ぼ
く
の
大
路
き
な
¥
ま
さ
に
い
ち

ゃ
ん
が
大
切
に
し
て
い
だ
の
を
、

ぼ
く
に
く
れ
だ
か
ら
で
す
。
い
つ

も
机
に
か
け
て
大
事
に
し
て
い
ま

す。

①
弓
道
協
会
入
会
し
て
3
年

②
夫
が
弓
道
を
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
ー
度
も

見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
3
年
前
、

趣
味
を
持
た
な
か
っ
た
私
は
、
高
校
総
体
の
弓

道
大
会
を
観
戦
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
試
合
の

前
に
行
わ
れ
た

η

矢
渡
し
々
と
い
う
の
を
見
て

感
動
を
覚
え
、
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
弓
道
を

始
め
ま
し
た
。

③
私
は
、

ω歳
を
過
ぎ
て
弓
道
を
始
め
た
ん
で

す
が
、
基
本
、
作
法
な
ど
に
始
ま
り
、
現
在
は

呼
吸
法
、
ま
ば
た
き
、
手
の
内
な
ど
、
悪
い
所

を
直
す
の
に
苦
心
し
な
が
ら
も
、

気
持
ち
の
い

い
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

練
習
は
、
週
2
1
3
回
行
っ
て
い
ま
す
が
、

友
だ
ち
が
出
来
る
し
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
な

る
、
そ
れ
と
、
夫
と
子
供
2
人
も
弓
道
を
し
て

い
る
関
係
で
、
共
通
の
話
題
に
よ
る
親
子
の
会

話
も
で
き
、
弓
道
を
や
っ
て
い
て
、
良
か
っ
た

な
l
と
思
っ
て
い
ま
す
。

④
叩
歳
位
か
ら
始
め
ら
れ
、
別
歳
に
な
る
今
で

も
、
元
気
に
弓
を
引
い
て
い
る
方
が
お
ら
れ
ま

す
。
と
て
も
す
ば
ら
し
い
と
思
う
し
、
で
き
た

ら
私
も
、
い
つ
ま
で
も
弓
が
引
け
た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
将
来
は
親
子
チ
l
ム
を
作
り
試
合
を

し
て
み
た

い
で
す
ね
。
今
の
目
標
は
3
段
昇
格
。

①
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
大
村
第
1
団
。
入
国
歴

5
年
(
通
算
す
る
と
日
年
)

②
元
来
、

子
供
が
好
き
で
何
か
で
き
な
い
か
と

考
え
て
い
た
。
そ
こ
へ
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
話

が
あ
り
入
団
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち
が
親
っ
て

く
る
と
嬉
し
い
し
、
勇
気
が
で
て
き
ま
す
。

③
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
大
村
第
1
団
は
、
私
が
大
村

に
転
入
し
て
来
た
昭
和
問
年
に
、
団
員
お
人
で
発

足
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
子
供
田
人
と
、
指
導

員
な
ど
、
約
お
人
が
活
動
し
て
い
ま
す。

こん砲ワルーフ知ヲτ.7
楽しく童謡をうたう会

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

夏

休

み
子

と

山
口

千
恵
子
さ
ん

(刊
歳
・
黒
木
町
)
保
母

tZ 

①
紙
ね
ん
ど
グ
ル
ー
プ

「
い
い
友
」

。
入
会
歴

5
年
。

②
友
人
の
勧
め
と
、
先
輩
の
所
に
行

っ
た
時

玄
関
の
表
札
か
ら
応
接
間
な
ど
、
至
る
所
に
紙

ね
ん
ど
の
作
品
が
飾
っ
て
あ
り
、
そ
れ
を
見
た

私
は
、
手
づ
く
り
の
暖
か
き
、
心
の
豊
か
さ
を

当
初
は
、
リ
ー
ダ
ー
も
お
ら
ず
、
全
く
の
初

心
者
集
団
で
し
た
が
、
今
は
、
リ
ー
ダ
ー
も
育

ち
、
組
織
も
、
昭
和
臼
年
に
ボ
l
イ
(
小
6

1

中
3
)
と
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
(
小
3

1
小
5
)
に

分
か
れ
、
翌
臼
年
に
は
、
ビ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト

(小
1
1
小
2
)
、
今
年
は
シ
ニ
ア
ス
カ
ウ
ト

(
高
校
生
)
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
隊
や
班
を
作
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

活
動
と
し
て
は
、
空
き
缶
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

植
栽
、
花
壇
づ
く
り
、
市
民
大
清
掃
、
共
同
募

由
紀
さ
お
り
さ
ん
姉
妹
が
全
国
を
ま
わ
り
、

「
童
話
を
忘
れ
な
い
よ
う
大
い
に
歌
い
後
世
に
歌

も

映

画
~怜
Z玄

ト
ン
デ
モ
ネ
ズ
ミ
大
活
躍

8
月
辺

日

ω

8
月
お
日
側

8
月

μ
日
偏

8
月
お
日
働

川
山
時
r
¥
ノ竹
時
初
分

竹
松
出
張
所

中
旭
区
公
民
館

三
浦
出
張
所

松
原
出
張
所

(戸
二
メ
ー
シ
ョ
ン
乃
八
刀
)

何
時
(
J
何
時
初
分

萱
瀬
出
張
所

市
コ
ミ
セ
ン

鈴
田
出
張
所

福
重
出
張
所

州
問
時
初
分
f

)

引
時

木
場
公
民
館

西
大
村
コ
ミ
セ
ン

感
じ
、
そ
れ
か
ら
と
り
こ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

③
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
の
講
座
と
し
て
週
1
回

小
物
入
、
装
飾
品
な
ど
、
い
ろ
ん
な
作
品
に
、

み
ん
な
で
楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

年
に
1
回
行
わ
れ
る
勤
青
ホ
ー
ム
祭
り
へ

の

出
品
、
そ
の
他
、
夏
越
ま
つ
り
、
保
育
園
な
ど

の
夏
ま
つ
り
の
バ

ザ
ー
や
、
誕
生
祝
、
結
婚
祝

な
ど
に
手
づ
く
り
の
贈
り
物
を
す
る
と
、
非
常

に
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

同
じ
物
は
作
れ
な
い
し
、
世
界
に
た
っ
た

一

つ
だ
け
し
か
な
い
紙
ね
ん
ど
、

作
る
人
の
心
が

表
現
さ
れ
、
と
て
も
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

④
あ
る
人
か
ら
「
人
間
は
、

ふ
れ
あ
い
に
よ
り

成
長
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
教
わ
り
、
本
当
に

そ
う
だ
な
!
と
思
い
ま
す
。

こ
の
講
座
を
通
じ
、
い
ろ
ん
な
の
人
た
ち
と

も
友
だ
ち
に
な
れ
た
し
、
考
え
方
も
広
く
な

っ

た
よ
、つ
に
感
じ
ま
す
。

今
後
も
、
一
つ
の
目
標
を
持
ち
頑
張
り
ま
す

が
、
一
緒
に
楽
し
め
る
仲
間
の
人
を
も
っ
と
欲

し
い
な
あ
!
と
思
っ
て
い
ま
す
。

紙
ね
ん
ど
は
、
独
創
的
で
、
暖
か
み
が
あ
り

ま
す
。
紙
ね
ん
ど
の
本
が
あ
っ
た
ら
是
非
め
く

っ
て
見
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
一
度
の
ぞ
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

金
な
ど
へ

の
参
加
。
独
自
の
活
動
と
し
て
、
キ

ャ
ン
プ
、
ロ
ー
プ
ワ
l
ク
、
救
急
法
、
手
旗
、

野
外
料
理
な
ど
野
外
活
動
を
通
じ
て
、
青
少
年

の
健
全
育
成
を
目
指
そ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

④
来
年
8
月
は
、

4
年
に
1
回
行
わ
れ
る

「日

本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
大
会
」
が
あ
り
、
全
国
か
ら

4
万
人
位
が
集
ま
り
ま
す
。

A
7
こ
の
大
き
な
目

標
に
向
か

っ
て
、
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
大
会
や
、
キ
ャ
ン
プ
、
外
国
の
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
と
の
交
流
な
ど
を
予
定
し
て
ま
す
。

ハU
1
『ム

い
継
ぎ
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
呼
び
か
け
に
刺
激

さ
れ
、
あ
ち
こ
ち
で
童
謡
の
会
が
出
来
て
い
る

と
聞
き
ま
し
た
。
大
村
で
も
ぜ
ひ
と
の
要
望
に

今
年
6
月
か
ら
げ
人
で
発
足
。
7
月
に
は
も
う

犯
人
に
な
り
ま
し
た
。
若
い
大
野
秀
子
、
上
野

穏
子
両
先
生
の
明
る
く
楽
し
い
ご
指
導
に
皆
喜

ん
で

い
ま
す
。

子
供
に
歌
っ
て
あ
げ
た
い
と
い
う
お
母
さ
ん
、

孫
と
歌
い
た
い
と
張
り
切
る
若
い
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
幼
い
頃
歩
白
仙
い
出
し
て
若
返
り
た

い
人
た
ち

加
代
か
ら
刊
代
ま
で
幅
広
く
と
て
も
楽
し
い
一

時
で
す
。

す
か
す
か
し
く
て
暖
か
く
明
る
く
素
直
な
童

話
の
心
に
ふ
れ
、
無
心
に
歌
っ
て
い
ま
す
。

ご
一
緒
に
歌
っ
て
見
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の

入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

定
例
日

第
1
・
第
3
火
曜
日

午
前
日
時
j

日
時
初
分

場
所

市
コ
ミ
セ
ン

講
師

大
野
秀
子
、
上
野
穏
子
先
生

連
絡
先

西
村
(
宮
②
2
3
6
4
)

0958・26・5511

健康テレホふサービス

(8月のテーマ〉

月 パセドウ病

火 乳癌の自己チェック

水 子どもの便秘

木 いびき

金 l白身症

土・日 梅毒 (性病シリーズ③〉

1
i
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な
の
花
の
に
ち
ょ
う
び
(
飯
田
栄
彦
)
、

げ
ん
き
さ
ん
か
ら
の
て
が
み
(
わ
た
り
む

つ
こ
)
、
逆
転
満
塁
ホ
ー
ム
ラ
ン
シ
ー
ル

(
岡
本
泰
正
)
、
お
ん
ぼ
ろ
先
生
の
事
件

か
い
け
つ

(藤
田
博
保
)
、
ケ

ッ
コ
l
け

だ
ら
け
お
れ
ど
ろ
だ
ら
け
(
梅
田
俊
作
)
、

折
り
鶴
の
少
女
(
た
い
ら
ま
き
お
)
、
緑

の
ド
ク
タ
ー
(
藤
崎
康
夫
)
、
こ
ん
な
学

校
あ
っ
た
ら
い
い
な

(
粟
津
美
純
)
、

多

摩
川
の
や
さ
し
い
仲
間
た
ち
(
岡
本
文
良
)、

犯
人
を
き
が
せ
悪
ガ
キ
3
人
組
(
竹
崎
有

斐
)

;危険です

:防火水槽!こは

近づかないで:
ふ ぺ 選総翠菱重 j

これから暑くなるにつれて子:

供の水遊びが多くなり¥例年各

地で防火水槽や用水掘での鈎児:

等のいたましい事故ガ発生して :

います。

防火水槽には近づかないよう j

.注意してください。

こ
利
用
く
だ
さ
い

つ-
1
1
よ

新
着
図
書
案
内
(
児
童
図
書
)

バ
ッ
タ
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク

(
宮
武
頼

夫

)

の

こ
と
は

い
う
な

(
バ
ル
パ
ラ

・
ゲ
l
ル

は
っ
ぱ
の
お
う
ち

(征
矢
清
)
、
ペ
ン
ギ

ツ
)
、
草
原
に
雨
は
降
る
(
シ
ェ
イ
ラ
・

ン
た
ち
の
夏
(
ス

l
ザ
ン
・
ボ
ナ

l
ズ

)

ゴ

ー
ド
ン
)
、
イ

ッ
カ
ク
ク
ジ
ラ
が
き
た

お
さ
か
な
ぼ
う
や
と

っ
ぺ
く
ん
(
わ
た

り

浜

辺

(
マ
イ
ク
ル
・
モ

l
パ
l
ゴ
)
、
鳥

む
つ
こ
)
、
ず
ー
っ

と
ず
っ
と

だ

い

す

き

と

少

年

(ア
l
リ
ン
・
ペ
ダ

l
セ
ン
)
、

だ
よ
(
ハ
ン
ス
・
ウ
ィ
ル

ヘ
ル
ム
)
、

よ

タ

ラ

ン

の
白
鳥
(
神
沢
利
子
)
、
こ
ぶ
た

も
ぎ
だ
ん
ご
(
さ
と
う
わ
き
こ
)
、
け
や

が

ず

ん
ず
ん

(
渡
辺
一
枝
)
、
ぼ
く
は
お

き
と
け
や
こ
(
阪
田
寛
夫
)
、
子
ど
も
べ

こ
っ
た
(
ハ

l
ウ
ィ
ン

・
オ
ラ
ム
)
、
子

や
の
お
ば
け

(カ
l
リ
・
ゼ

i
フ
ェ
ル
ト
)
、

だ
ぬ
き
タ
ン
タ
化
け
話
(
森
山
京
)
、
地

く
い
し
ん
ぼ
う
シ
マ
ウ
マ

(
ム
ウ
ェ

ニ
エ

面

の
下
の
い
き
も
の
(
大
野
正
男
)
、
ブ

ハ
デ
ィ
シ
)
、
ヤ
タ
ギ
ツ
ネ
の
お
や
子

ー

ち

ゃ
ん
の
秋

(
最
上
一
平
)
、
海
か
ら

(椋
鳩
十
)
、
ぼ
く
の
魔
法
の
ラ
ン

プ

と

ど
い
た
プ
レ
ゼ

ン
ト
(
上
崎
美
恵
子
)
、

(山
本
静
夫
)
、
ク
レ

ヨ
ン
王
国
の
ロ
か

緑

色

の

休
み
時
間
(
三
輪
裕
子
)
、
鶴
に

月
(
福
永
令
一
二
)
、
ょ
う
き
ゅ
う
す
る
ラ
な

っ
た
お
じ
さ
ん

(
高
橋
良
治
)
、
く
り

イ
オ
ン
(
山
中
恒
)
、
宇
宙
人
は

ほ

ん

と

く

り

も

こ
も
こ
だ
か
ら
だ
い
す
き
(
緒
島

う
に
い

る
か

(
桜
井
邦
明
)
、
二
度
と
そ

英

一一)
、
ぞ
う
を
く
だ
さ
い
(
鶴
見
正
夫
)
、

V
E
x
-
V
E
X
I
l
-
-x
V
E
X
I
l-
-
1
1
1
1
1
1
V
E
X
V
E
X
I
l
-
-
V
E
X
I
l
-
-
1
1
1
1
1
11
1
y斗
3
AV
E
X
I
l
-
-
x

で

弘

前

一

詰

ま

o

ま

屋

H

r時
す

れ

だ

H

苛

竹

ま

さ

ま

訴

ま

~
れ

鎖

は

ふ

し

時

わ

閉

(

や

4

一

汀

も

場

開

h
w
後

グ

ル

車

口

封

溺

午

制

ナ
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い
H

お

、
規

ミ

時

さ

年

邑

は

通
一
臨
、
だ
日

付
1

日

交

夕

、

く

や

り
3
は

ス

は

周

H

Mm
・
辺

パ

人
利
H

町、

日

周
営
の

ご
H

m
抱

一
叩
県
明
を
一

F
r
同副
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¥

工

小

¥

ノ

r
R

8
村

だ

ス

近

目

大

ま

バ

げ
お

p 

a・
.. 

9、τ=‘ i←，‘ 

， .除 、
aゐ ..r.

--'"γ夕
、=rt乞が4巳げ曹邑

t空Et

ベニー

子供たちにと って夏の身近な風物詩、お

もちゃ花火。「おもちゃjとはいえ、花火の

原料は火薬です。使い方を間違えると火傷 i 
などの人身事故あるいは火事が発生する危 } 

険性もあリます。花火で遊ぶときは次のこ ! 
となどを守り注意しましょう 。 *

・注意事項を良く読んで必ず守りましょう 。j 
・花火を人や家に向けたり、もえやすい物 1 
のある場所で遊んだりしてはいけません。 *

・風の強い時は花火遊びをやめましょう 。 j 
-衣服に火がつかないように注意しましょう 1
・水を用意しましょう。*

・大人と一緒に遊びましょう 。 *

必s

事
，.0下戸
ーコζ :j ，-
夏越まつりの想い出を画面いっぱ

いに描いてみませんか /

対象 小学生および釦稚園児

受け付け 市商工部まちづくり推進

室¥各出張所¥NTT大村、重越まつり
協賛会

締め切り 平成元年 8月31日

ヲ尋トヨ診デスト
夏越だ/まつりだ、/

シャッターチャンス

対象 問いません

受け付け 市内協賛写真后

締め切り 平成元年8月31日

正じく使つδ υ ~//
楽いl)花火

iま

ゆ

し

う



く物し
だをい精
き海大霊
いや村流
。川 湾 し
にをカ王
流守近
きるづ
なた
いめて
よ、き

う精ま

iEH・搬入は午後9時までに(厳守〉
力供 美

し

-供物類はl必ず供物置場ヘ

流

-なるべく簡素に

霊精
指

積

i也

F占『

え

集

三
浦
地
区

舟
津

・
日
泊

・
溝
陸

鈴
田
地
区

三
鈴
橋

・
射
場
前
ガ
ー
ド
下

大
村
地
区

市
役
所
横
埋
立
地

西
大
村
地
区
下
水
道
浄
水
管
理
セ
ン
タ

ー

(昨
年
と
少
し
変
わ
り
ま
し
た
)

竹
松
地
区

オ
ー
ケ
ー
フ
!
ド
空
地
広
場

福
重
地
区

郡
川
河
口

松
原
地
区

九
電
伏
原
埋
立
地

萱
瀬
地
区

荒
瀬

・
田
下
・
黒
木

※
詳
し
く
は
、
町
内
会
長
、
出
張
所
ま
た

は
環
境
衛
生
課
公
害
規
制
係
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

集
積
地
へ
の
搬
入
に
つ
い
て

①
搬
入
は
午
後
9
時
ま
で
に
完
了
す
る
よ

う
時
間
を
守

っ
て
く
だ
さ
い
。

②
供
物
な
ど
は
、
燃
え
る
物
、
燃
え
な
い

物
(
生
ゴ
ミ
な
ど
供
物
置
場
を
準
備
し
ま

す
)
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
分
け
て
搬
入

し
て
く
だ
さ
い
。

受
通
規
制
に
つ
い
て

当
日、

混
雑
と
事
故
防
止
の
た
め
、
午

後
7
時
j
m
時
ま
で
、
図

ωω
の
通
り
交

通
規
制
を
実
施
し
ま
す
。

①
ア
ー
ケ
ー
ド
内
は
精
霊
船
の
通
行
は
で

き
ま
せ
ん
。

②
国
道
を
横
断
す
る
場
合
は

・
大
村
地
区

は
ト
ラ
ベ
ル
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
入
口
交
差
点

・
西
大
村
地
区
は
パ

ー
ル

レ
l
ン
前
と
松

並
交
差
点

・
福
重
地
区
は
寿
古
石
油
庖
前

交
差
点
と
し
ま
す
。

※
国
道
の
横
断
は
危
険
で
す
か
ら
、
遠
回

り
で
も
決
め
ら
れ
た
所
を
横
断
し
て
く

だ
さ
い

花
火
の
事
故
を
防
ご
う

精
霊
流
し
で
は
、
よ
く
花
火
で
け
が
人

が
出
ま
す
。
次
の
事
を
守

っ
て
事
故
が
お

き
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
矢
ビ
ヤ
や
爆
竹
の
連
結
は
危
険
で
す
の

で
禁
止
し
ま
す
。

②
精
霊
船

一
隻
に
つ
き
一
名
の
花
火
責
任

者
を
決
め
、
そ
の
人
が
花
火
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

③
責
任
者
は
各
自
日
間
四
方
の
赤
い
布
な

ど
を
準
備
し
、
胸
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

④
花
火
は
次
の
場
所
で
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
。
-
人
出
で
混
雑
し
て
い
る
所
・
せ
ま

い
道
・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
販
売
庖
付
近
・
花
火
販
売
庖
や
玩
具

(図 1)大村地区交通規制略図

liIillIlIIll一般車両通行禁止

庖
付
近
・
駐
車
場
と
そ
の
付
近

⑤
精
霊
船
の
通
る
道
す
じ
の
花
火
販
売
庖

で
は
、
道
路
に
向
け
た
花
火
の
陳
列
を
し

な
い
よ
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

⑤
精
霊
船
の
通
る
商
庖
街
な
ど
で
は
万

一

に
備
え
、
防
火
用
水

・
用
具
の
準
備
を
お

願
い
し
ま
す
。

⑦
人
や
車
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
よ
う
な
花
火

の
使
用
は
、
法
令
違
反
と
な
り
、

処
罰
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

精
霊
船
に
つ
い
て
の
注
意

①
精
霊
船
の
全
長
が
2
m
を
超
え
る
時
は

警
察
へ
道
路
使
用
許
可
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

②
道
路
使
用
許
可
申
請
書
提
出
締
め
切
り

8
月
日
日
幽

③
車
で
運
搬
す
る
時
は
・
:
・
灯
ろ
う
の
火

は
必
ず
消
す
・
車
の
積
載
制
限
を
超
え
る

時
は
、

警
察
の
許
可
を
受
け
る
・
横
積
み

は
し
な
い
。

④
精
霊
船
は
、
市
で
の
申
し
合
わ
せ
事
項

に
よ
り
、
長
さ
が
5
m
以
下
、
幅
2
・
5

m
以
下
、
高
さ
3
・
5
m
以
下
に
し
て
く

だ
さ
い
。

⑤
精
霊
船
は
、
路
上
で
回
き
な
い
で
く
だ

支」い
。

精
萱登
DIL 

船

説

明

会

道
路
使
用
許
可
申
請
書
を
提
出
さ
れ
た

人
に
対
す
る
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

日
時

8
月
ロ
日
出
午
前
日
時
j

場
所

大
村
警
察
署

(図 2)西大村地区交通規制略図
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現

況

居

所
得
状
況
届

手
当
の
額
(
月
額
)

児
童
1
人
3
万
4

0
0
0
円
、
児
童
2
人
5
0
0
0
円
加
算

児
童
3
人
以
上
1
人
増
え
る
ご
と
に
2
0

0
0
円
加
算
。

(
所
得
に
制
限
が
あ
り
ま
す
)

※
児
童
扶
養
手
当
支
給
停
止
を
受
け
た
人

は
児
童
扶
養
資
金
貸
付
を
利
用
で
き
ま
す
。

現
況
眉
・
所
得
状
況
眉

こ
の
届
け
は
、
手
当
を
引
き
続
い
て
受

け
る
資
格
が
あ
る
か
ど
、
っ
か
審
査
す
る
た

め
の
大
事
な
手
続
き
で
す
。

こ
の
届
け
出
を
し
な
い
と
引
き
続
い
て

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

か
な
ら
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
け
に
必
要
な
も
の

①
手
当
証
書
②
世

帯
全
員
の
住
民
票
③
児
童
が
別
居
の
場
合

は
児
童
が
属
す
る
世
帯
全
員
の
住
民
票
お

よ
び
監
護
申
立
書
④
臼
年
1
月
2
日
以
降

に
転
入
さ
れ
た
人
は
、
平
成
元
年
度
(
臼

年
1
月
か
ら
ロ
月
分
)
所
得
証
明
書
⑤
年

金
を
受
け
て
い

る
人
は
年
金
証
書

(
児
童

扶
養
手
当
の
み
)
⑥
印
鑑

受
付
期
間

8
月
日
日
幽
1
9
月
9
日
出

提
出
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
児
童
家
庭

係
1 

' 
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②
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

こ
の
手
当
は
身
体
ま
た
は
精
神
に
障
害

の
あ
る
児
童
を
監
護
す
る
父
母
、
ま
た
は

父
母
に
代

っ
て
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

手
当
の
額
(
月
額
)

重
度
障
害
児
4
万

1
3
0
0
円
、
中
度
障
害
児
2
万
7
5
0

8
月
刊

B
i
9月
9
固
ま
で
巴
提
出
を

こ
や
か
に
成
長
す
る
よ
う
に
、
そ
の
児
童

の
母
ま
た
は
母
に
代

っ
て
養
育
し
て
い
る

人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
公
的
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
受
給
で
き

ま
せ
ん
。

⑦
児
童
扶
養
手
当
と
回

父
親
の
い
な
い
家
庭
、
児
童
が
父
親
か

ら
1
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
家
庭
ま
た

は
、
父
親
が
身
体
障
害
者
や
長
期
療
養
中

な
ど
の
家
庭
で
、
児
童
が
心
身
と
も
に
す

0
円(所
得
に
制
限
が
あ
り
ま
す
)

※
①
②
と
も
児
童
収
容
施
設
に
入
所
し
て

い
る
児
童
は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

川には、だくさんの生物ガいますが、 活れの程

度により住んでいる生物の種類ガ遣っています。

そこで、生物の観察の中から、河川水質の簡易

調査を行います。

皆さんご参加くだ、さい。

日時 8月20日(日) 午前9時'"'-'12時

場所 大上戸)11 (大よ二戸川橋ぱ近〉

講師 石崎研究員(県衛生公害研究所〉

主催大村市薬剤師会

申込期限 8月17日(木)

申し込み・問い合わせ環境衛生課

※川の中に入るので、 長靴などを準備してくだ、さ

l¥。

第3ロM<ミルク)&M<みどりゅ
料理コンクール

募集期間

月12日(火)

募集内容 「牛乳 ・乳製品

と緑黄色野菜または海藻類

を組み合わせたもの」で、

① おやつ②その他の 2部門

応募・問い合わせ 大村保

健所予防課予防係(宮@ 2

1 9 3 ) 

8月 7日(月)- 9 

日
滞
。

4
 

1
『ム

人
間
ド
ヴ
ワ
を

受
け
ま
せ
ん
か
?

対
象
者

羽
歳
以
上
の
人
(
職
場
な
と
で

検
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
除
き

ま
す
)

個
人
負
担
金

2
万
3
0
0
0
円

実
施
場
所

市
立
病
院

申
し
込
み

環
境
衛
生
課
保
健
衛
生
係

検
査
内
容

血
液
検
査
、
尿
検
査
、

心
電

図
、
胃
透
視
、
腹
部
超
音
波
検
査
な
ど

定
員

1
0
0
人
(
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
)

す
こ
や
か
家
庭
教
育
相
談

乳
幼
児
を
も
っ
親
の
方
と
、
子
育
て
の

あ
り
方
、
不
安
や
悩
み
な
ど
、
子
供
の
よ

り
よ
い
成
長
を
共
に
考
え
ま
す
。

期
日

8
月
訂
日
同

内
容
お
よ
び
時
間

O
午
前

m時
l
U
時
・:
各
専
門
講
師
に
よ

る
講
義
、
質
疑
応
答

。
午
後
1
時
1
4
時
:
・
個
別
面
接

・
相
談

場
所

市
コ
ミ
セ
ン

講
師

医
学
・
:
木
下
英
一
(
長
崎
大
学
医

学
部
)
、
心
理
学
:
水
田
善
次
郎
(
長
崎
大

学
教
育
学
部
)
、
言
語
:
・西
島
宏
(
純
心

女
子
短
期
大
学
)

※
当
日
は
託
児
所
を
設
け
ま
す
。

参
加
申
込

電
話
で
社
会
教
育
課
へ



て
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
人
た
ち
の
口
か
の
発
達
も
遅
れ
ま
す
。

ら
も
聞
か
れ
る
こ
と
で
す
。

最
近
の
事
例
で
す
が
、
上
の
子
供
が
赤

こ
の
言
葉
は
、
昔
の
大
家
族
の
時
代
、

ち
ゃ
ん
が
え
り
を
す
る
た
め
、
育
児
に
園

地
域
が
家
族
と
同
じ
よ
う
に
緊
密
に
結
び

つ
て
い
る
若
い
お
母
さ
ん
に

「赤
ち

ゃ
ん

つ
い
て
い
た
時
代
に
は
本
当
だ

っ
た

の

で

は

、

ほ

っ
た
ら
か
し
た

っ
ち
ゃ
心
配
な
か

す
が
、
今
の
核
家
族
の
時
代
、
地
域
の
結
ば

っ
て
ん
、
上
の
子
供
は
ょ
う
か
わ
い
が

ienu
ド

U
“
7
E

び
つ
き
も
弱
く
な

っ
た
時
代
に
は
適
用
し

っ

て

、
う
て
お
う
て
や
ら
ん
ば
大
事
す

っ

前
回
は
、

「赤
ち
ゃ
ん
は
ほ

っ
た
ら
か
し
な
い
言
葉
な
の
で
す
。

よ
」
と
、
近
所
の
人
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ

て
お
い
て
も
ち
ゃ
ん
と
育
つ
」
と
い
う
言

つ
ま
り
、

昔
は
お
母
さ
ん
が
赤
ち
ゃ
ん

り

、
そ
れ
で
下
の
子
供
が
寝
か
せ

っ
ぱ
な

葉
を
信
じ
て
疑
わ
ず
に
実
行
し
た
結
果
、
言
を
ほ

っ
た
ら
か
し
て
お
い
て
も
、
誰
か
が
し
に
な

っ
て
い
る
ケ
l
ス
に
出
会
い
ま
し

語
発
達
遅
滞
兼
運
動
能
力
発
達
遅
滞
児
に
面
倒
を
み
て
く
れ
た
わ
け
で
す
が
、
今
は
た
が
、
下
の
子
供
が
、
K
君
み
た
い
に
な

育
て
ら
れ
て
し
ま

っ
た
K
君
の
事
例
を
紹
お
母
さ
ん
が
赤
ち
ゃ
ん
を
ほ

っ
た
ら
か
し

っ
て
し
ま
う
危
険
性
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

介
し
ま
し
た
が
、
こ
わ
い
の
は
こ
の
言
葉

た

ら

、
誰
も
代
り
に
面
倒
を
み
て
く
れ
る
こ
と
に
は
、
誰
も
注
意
を
払

っ
て
い
な
い

が
今
で
も
生
き
て
い
て
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
人
が
い
な
い
の
で
、
赤
ち

ゃ
ん
は
本
当
に
と
こ
ろ
に
、
こ
の
言
葉
の
お
そ
ろ
し
さ
が

も
無
造
作
に
使
わ
れ
た
り
、
近
所
の
お
ば
ほ

っ
た
ら
か
さ
れ
て
、
そ
の
た
め
に
言
語

あ

る

の
で
す
。

さ
ん
と
い

っ
た
身
近
な
人
や
、
教
授
と
か
発
達
遅
滞
や
運
動
能
力
の
発
達
遅
滞
を
招
「
耳
と
こ
と
ば
の
」
相
談
員

先
生
と
い

っ
た
、
そ
の
言
葉
が
真
実
と
し

い
て
し
ま
う
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
知

能

渡

辺

末

男

先

生

育
児
の
メ
ニ
ュ
ー

赤
ち
ゃ
ん
砂
降
っ
た
ら
か
し
マ
お

νマ
也

ち
ゃ
ん
と
っ
か

ー
そ
の
②
|

被爆者健康診断を行います

対象者 0被爆者健康手帳を持っている人

01建康診断受診者証を持っている人
問い合わせ 大村保健所まだは市福祉課福祉係

※今回の定期健康診断以外に年2固まで¥希望により健康

診断まだはがん横診を国立長崎中央病院、市立病院で受け

ることガできます。
健康診断 程

日 手呈 場 所 対象地区

8月29日(火) 市コミセン 大村

8 月 30 日 ~同 市コミセン 大村、二浦、鈴田

8月31日(木) 福祉センター 西大村、萱瀬
9月 1日幽 福祉センター 大村

9月5日(火) 竹松出張所 竹松

9月6日(水) 竹松出張所 福重、松原

9月7日(木〉 中地区公民館 西大村

日

午前10時-11時、午後 1時-2時30分受付時間

g 
GD 

選
出
8 
6 
0 
Q 
侶
ω 
(g 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
を
受
け
て
い
る
皆

き
ん
は
、

7
月
6
日
、
パ

!
ル
ハ
イ
ム
の

車
イ
ス
を
利
用
し
て
い
る
障
害
の
人
と
、

買
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
が
、
ボ
ラ
ン
ト
ピ
ア

事
業
の

一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

今
回
は
、
地
域
で
生
き
る
障
害
者
へ
の
理

解
と
交
流
を
深
め
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
車
イ
ス
日
人
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
2

人
1
組
の
辺
人
が
参
加
。

お
互
い
が
打
ち
解
け
合

っ
た
、
な
ご
や

か
な
光
景
が
目
に
つ
き
ま
し
た
。

企
買
物
を
楽
し
む
パ

l
ル
ハ
イ
ム
入
所
者
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
(
%
・
大
村
浜
屋
ほ
か
)

号

自

由

冒

同
国
自
昌
司
魯

日
時

9
月
5
日
1
1
月
お
日
、
毎
週
火

・
金
曜
日
午
前
凶
時
1
ロ
時

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
期
限

9
月
2
日

ω

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
か
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
受
講
料
、
テ
キ
ス
ト
代
は
無
料
、
初
心

者

・
性
別

・
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
協

議
会
(
西
三
城
町
8
宮

@
1
3
5
1
)

巡
回
婦
人
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

明
る
い
社
会
づ
く
り
と
婦
人
の
幸
福
の

た
め
に
行
い

ま
す
。
困
り
ご
と
、
心

配
ご
と
、
そ
の
外
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
講

で
す
。一

人
で
悩
ま
ず
に
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い

。

※
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

日
時

9
月
5
日

ω
午
前
日
時
1
午
後

4
時
場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
別
館
2
階
研
修
室

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
老
人
福
祉
係

F
円
υ

1
14
 



福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

&
a
a
uゐ
V
9
M
d
R
4
E
9
ト
自

a

利
用
で
き
る
人

旅
館
、
ホ
テ
ル
、
デ
パ

ー
ト
、
レ

ス
ト
ラ
ン

な
ど
、
広
く
公
衆
に

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
よ
う
な
事
業
を
経

営
す
る
人

使
途

自
動
ド
ア
、
手
す
り
、
ス
ロ
ー
プ

の
設
置
、
浴
室
、
便
所
の
改
造
、
福
祉
機

器
の
購
入
な
ど
高
齢
者
・
障
害
者
の
利
便

に
資
す
る
設
備
の
整
備

融
資
額

印
万
円
1
1
0
0
0
万
円

返
済
期
間

叩
年
以
内

※
ご
相
談
は
県
生
活
福
祉
部
福
祉
総
務
課

(合
長
崎
@
1
1
1
1
)
ま
た
は
、
最

寄
り
の
金
融
機
関
へ

戦傷病者

戦没者遺族の皆さん

次の 2つの条件を満た して

いる人は、戦傷病者戦没者遺

族等援護法による障害年金 ・

遺族年金な どを請求すること

ができます。

①戦時中、 軍属 (陸海軍部内

の有給軍属等)または準軍属

(被徴用者、動員学徒、女子

挺身隊の隊員、 戦闘参加者等)

の身分にあった人

②公務または勤務に関連して

傷病にかかり、その結果、障

害の状態になった人、または

命死亡した ときの遺族の人、

i まだ請求 していない人は
ー市福祉課にお尋ねください。

誓のしっょ。¥

てサ〈

犠牲なと

分

、../

誓

前回聞役から感謝状を受ける寿々木

され)(右〕

冷
蔵
庫
は
上
手
に
使
お
う

室
温
が
初
度
の
と
き
、
冷
歳
嘩
を
叩
秒
開
け
る
と
、
庫
内
温
度
は
5
度
上
が
る

と
い
わ
れ
ま
す
。
食
べ
物
が
腐
ら
な
い
た
め
に
ド
ア
の
開
聞
は
少
な
く
、
そ
し
て
、

詰
め
込
み
過
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

嬢忠譲塔墓地供

無縁護地の供養

関係者のご参列をお願いします。

県忠霊塔墓地供養

日時 8月10日(木) 午前10時

場所 県忠霊塔陸軍墓地前 (三城町)

無縁墓地うら盆供養

日時 8月10日(木) 午前 9時

場所 大村市斎場内 (徳泉川内町)

po
 

--よ

社会福祉基金
. の一助に

寿 木々松三子さん く西本

田)¥志、ネ工会福祉基金2
1刊行ア7ください乙 ) 
又ムム'-~ ぺの 0万円を寄
目29日、'¥u 

付されまレだ。

也、〆、'̂ヘJ、/v"、内J、内》、"'"

戦没者ご霊前!こ供物を差し上げます
うら盆を迎えるにあたり¥戦没者ご霊前に

供物を各地区遺族世話人を通じて配布しますL
届かない人がありましだら、福祉事務所ヘ申

し出てくだ、さい。

-旅博コスモスチーム
.旅人君とジャンボ船長

.坂上香織ミニコンサート

・大村本町アーケード
親和銀行前

.PM1:OO-

自

a 
盤

理

r旅」博コンサート坂上香織・8月14日伺)12:30-
・畏崎市民会館
「旅」惇覧会前売券購入の方に入濁霊

理券をお渡し恕しております。
主要プレイガイドlこてお求め下さい。



お
し
ろ
仕

少
年
の
主
張

長
崎
県
大
会

県
内
の
日
人
の
中
学
生
た
ち
が

発
表
し
ま
す
。
大
村
市
か
ら
も
大

村
中
3
年
の
里
誠
吾
さ
ん
が
出
場

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
聴
く
だ

さ
い
。

日
時

8
月
辺
日

ω

初
分
1
4
時
却
分

場
所

市
コ
ミ
セ

ン

主
催
・
問
い
合
わ
せ

公営住宅入居者募集

午
後
1
時

長
崎
県
青

少
年
育
成
県
民
会
議

(長
崎
市
大

黒
町
3
1
1
8
長
崎
②
4
1
0
1

夏
休
み
子
ど
も
大
会

図
書
館
で
は
、
夏
休
み
こ
ど
も

大
会
を
次
の
と
お
り
聞
き
ま
す
。

日
時

8
月
幻
日
制

午
後
2
時

1
3
時

場
所

市
立
図
書
館
会
議
室

対
象

幼
児

・
小
学
校
低
学
年

内
容

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

・
ス
ト

ー
リ
ー
テ
ィ
リ
ン
グ
・絵
本
の
よ
み

き
か
せ
・
ゲ
ー
ム
な
ど

※
入
場
無
料
で
す
。
多
数
ご
参
加

く
だ
さ

い
。

種別 住宅名 戸数 間 取 り 家賃(月額・円)

竹 松 5 6 -3・4.5 7，600 

1 久 原 10 6・4.5・3 7，800 

東諏訪 3 6 -4.5・4.5 16， 400 

久原第 2 2 6・6・5(同 23， 800 

手重 福 重 l 6・6・6(同 27，000 

原 口 6-6・6 27， 200 

士反 口 2 6・4.5 5，000 

2 旭 l 6・4.5 6，500 

竹 松 l 6・4.5 6，700 

種 池 田 1 6・4.5・2(同 8，400 

原、 口 1 6・6・4.5 1 9， 200 

福 重 1 6・6・6(t司 20， 500 

受け付け 8月4日(針-11日(針

申し込み・問い合わせ 建築課住宅係

※収入などに制限があります二

み
ん
な
あ
つ
ま
れ
/

お
は
な
し
の
つ
ど
い

「
お
は
な
し
の
会
」
の
た
の
し
い

つ
ど
い
を
聞
き
ま
す
。

日

時

9

月
2
日
出

午
後
1
時

初
分
1
2
時
初
分

場

所

中

地
区
公
民
館

内
容

エ
プ
ロ
ン

・
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
、
ス
ト
ー
リ
ー
テ
ィ
リ
ン
グ

(
語
り
き
か
せ
て
読
み
聞
か
せ
、

ゲ

l
ム
あ
そ
び
ほ
か
。

入
場
料

無
料

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

期
日

9
月
お
日
出

・
μ
日
目

行
き
先
九
重
山
群

費
用

大
人
1
0
0
0
0
円

子
ど
も
8
0
0
0
円

定
員

印
人

締
め
切
り

8
月
初
日
間

(
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
山
岳
会

1
夜
間
の
み
・・
・
池
野

種別 団地名 戸数 間 取 り 家賃(月額・円)

片吊ιー 舟~ 6 
6・6 ~ 1 5， 450 

l 6・4.5・4.5・3(;勃 -20， 600 

久原第 2 6 6・6・4.5(;芋) 21， 830 

城 5 6・6・6 28， 530 

松 山 8 6・6・6(;羊)
28， 320 

種 -29， 870 

本小路 5 6・6・6(;羊) 32， 960 

ρ吊ι， 舟i工~ 2 
6・6~ 1 1， 33 0 

2 6・6・4.5・4(i羊) -19，5701 

松 山 3 6・6・6(洋)
2 1， 1 1 0 

種
-23， 170 I 

f妄 馬 場 3 6・6・6(i勃 26， 780 

※募集戸数に達した時点で締め切ります。

※収入などに制限があります。

申し込み・問い合わせ 県住宅供給公社大村事務所(宮⑫6825)

(宮
@
1
8
5
4
)
、
今
里

(宮

@
5
1
9
6
)
 

な
が
さ
き
自
然
休
養
林

御
用
堤
キ
ャ
ン
プ
場

開
園
期
限

8
月
幻
日
制
ま
で

場
所

な
が
さ
き
自
然
休
養
林
内

(外
海
町
神
浦
)

利
用
料

大
人
3
0
0
円
、
小

・

中
学
生
1
5
0
円

※
テ
ン
ト
、
毛
布
、

は
ん
ご
う
、

な
べ
、
包
丁
、
食
器
な
ど
、

貸

し
出
し
ま
す
(
有
料
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
営
林
署
総
務
課
(
包
長
崎
②

4
1
2
1
)
、
同
長
浦
担
当
区
事

務
所

(宮
長
崎
@
2
6
1

6
)、

御
用
堤
、
キ
ャ
ン
プ
場
管
理
事
務
所

(
期
間
中
の
み
2
0
9
5
9
・
@

0
9
0
8
)
 

第
げ
回
夏
季
卓
球
大
会

8
月
日
日
制

午
前
9
時

日
時
初
分
1

場
所

市
民
体
育
館

主
催

大
村
卓
球
協
会

競
技
種
目

シ
ン
グ
ル
ス

l
一
般

男
・
女

(高
校
生
を
含
む
)
、
中

学
生
男

・
女

ダ
ブ
ル
ス
H
H

一
般
男
子

・
女
子

参
加
資
格

市
内
在
住
、
在
学
、

在
勤
者
に
限
り
ま
す

参
加
料

中
学
シ
ン
グ
ル
ス
3
0

o円、

一
般
シ

ン
グ
ル
ス
5
0
0

円
(
高
校
生
4
0
0
円
)
、
ダ
ブ

ル
ス
1
組
6
0
0
円

申
込
締
切

8
月
5
日
出
必
着

申
し
込
み

玖
島
2
丁
目
制
朝
長

靖
彦
(
宮
(
⑪
6
5
3
1
)

コ
ミ
セ
ン

盆
お
ど
り
大
会

バ
ザ
l
、
バ
ン
ド
演
奏
、
カ
ラ

オ
ケ
、
コ
ー
ラ
ス
な
ど
楽
し
い
催

し
が
い

っ
ぱ
い
で
す
。

日
時

8
月
6
日
同
午
後
7
時

1

場
所

市
コ
ミ
セ
ン
駐
車
場
広
場

(
雨
天
の
場
合
は
大
会
議
室
)

竹
松
納
涼
盆
踊
り
大
会

日
時

8
月
日
日
制

午
後
4
時
i

た
た
き
売
り

午
後
5
時
却
分
j

金
魚
す
く
い

西
瓜
割
り

午
後
7
時
初
分
1
納
涼
盆
踊
り

場
所

竹
松
本
町
遊
園
地

(原
口

児
童
公
園
)

第

5
回
協
会
長
杯

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

成

績

優
勝
・
:
野
田
敏
行
、
2
位
・
:
久

保
和
幸
、
3
位
・
:
吉
野
哲

ハ
イ
ゲ
l
ム
:
・福
江
豊

ハ
イ
シ
リ
ー
ズ
・
:
久
保
和
幸

ウ
i
1
1ム



。
一
般
曹
候
補
学
生

資
格

来
年
3
月
高
卒
(
見
込
)

で
幻
歳
未
満
の
男
子

受
け
付
け

8
月
1
白
川
W
1
9
月

日
日
間

試
験

9
月
M
日
目

資
格

昭
和
引
年
4
月
2
日
1
U

試
験
場

市
コ
ミ
セ
ン

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

@
航
空
学
生

o
パ
ソ
コ
ン
入
門

叩
日
間

職
種

①
一

般
事
務
②
電
気
③
機

資
格

高
卒
(
見
込
)
で
却
歳
未

期
間

9
月
6
日
制

l
m
日
幽

械
④
土

木

⑤

建

築

満

の
人

oワ
ー
プ
ロ
講
座
(
一
太
郎
)
8
日
間

申
込
期
間

9
月
4
日間
w
j
日
日

受
け
付
け

8
月
1
日
ω
j
9
月

期
間

9
月
3
日
日
l
M
日
間

生
ま
れ
で

同
短
大
ま
た
は
高
専
卒
の
人

お

日

倒
1
9
月
7
日
附

①
高
校
卒
お
よ
び
来
年
3
月
ま
で

よ

び
来
年
3
月

ま

で

に

卒

業

園

は
、
8
月
幻
日
間
1
9
月
7
日

に
卒
業
見
込
み
の
人

見

込

み

の

人

肘

②
高
専
の
第
3
学
年
の
課
程
修
了

川
人
事
院
が
伺
と
同
等
の
資

格

固

は

、
8
月
お
日
幽
1
9
月
7
日

お
よ
び
来
年
3
月
ま
で

に

修

了

が

あ

る

と

認

め

る

人

同

見
込
み

の

人

固

航

空

管

制

官

申

込

用

紙

請

求

お

よ

び
問
い
合
わ

③
そ
の
他
大
学
入
学
資
格
検
定
に

資
格

①
昭
和
お
年
4
月
2
日
j

せ

人
事
院
九
州
事
務
局
(
干

m

合
格
し
た
人
な
ど
、
人

事

院

が

幻

年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
2
1
1

①
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認

②
昭
和
必
年
4
月
2
日
以
降
生
ま

1
1
8
脱

・
4
3
1
・
7
7
3
3
)

め
る
人

れ
で

固

法
務
教
官

(教
官
A
男
子
、

同
短
大
ま
た
は
高
専
卒
の
人
お

教
官
B
女
子
)

よ
び
来
年
3
月
ま
で
に
卒
業

資
格

①
昭
和
お
年
4
月
2
日
1

見
込
み
の
人

必
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

川
人
事
院
が
肘
と
同
等
の
資
格

②
昭
和
必
年
4
月
2
日
以
降
生
ま

が

あ

る

と

認
め
る
人

れ
で

申
込
期
間

回
1
圃
は
、

d
w

し
ゅ
ウ

市
立
病
院
臨
時
職
員

職
種

薬
剤
師

人
数

2
人

期
間

①
9
月
1
H
f・-'平
成
2
年

3
月
乱
日

②
8
月
1
日
j
平
成
2
年
8
月
出

口
u※
詳
し
く
は
、
市
立
病
院
薬
局
ま

た
は
庶
務
係
で
お
尋
ね
く
だ
さ

い
(
宮

@
2
1
6
1
)

婦
人
突
通
指
導
員

資

格

・

高
校
卒
業
程
度
で
9
月

1
日
現
在
日
歳
l
n
歳
未
満
の
独

国

家

公

務

員

固

刑
務
官

(刑
務
A
男
子
、
刑

務
B
女
子
)

資

格

昭

和
お
年
4
月
2
日
l
u

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

国

入
国
警
備
官

資
格

昭
和
引
年
4
月
2
日
l
u

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

国

皇
宮
護
衛
官

資
格

昭
和
叫
年
4
月
2
日
j

U

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

回

航
空
保
安
大
学
校
学
生

(管
制
・
情
報

・
電
子
)

資
格

昭
和
叫
年
4
月
2
日
以
降

身
女
性

O
大
村
市
内
居
住
の
人

募
集
人
員

1
人

申
込
方
法

9
月
日
日
間
ま
で
に
、

履
歴
書

(
写
真
添
付
)
、
住
民
票

記
載
事
項
証
明
書
、
健
康
診
断
書

各
1
通
を
市
交
通
安
全
協
会
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

市
交
通
安
全
協
会

(
宮

@
9
8
8
9
)

防
衛
庁
職
員

(
凹
種

・
高
校
卒
業
程
度
)

い
NLV
 
申
込
書
請
求
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

福
岡
防
衛
施
設
局
総
務
部
総
務
課

人
事
係
(
干
四
福
岡
市
博
多
区
博

多
駅
東
2
1
叩
j
7
2
m
・
4
7

2
・
2
3
2
1
)

自
衛
官
(
学
生
)8

月
お

試-18 
験次 日
場試 (月)
験
大
干す 9 
商 月
工 21
会 日
議:(木)
所

技
能
向
上
訓
練
受
講
生

0

デ

i
タ
・
べ

l
ス
講
座
間

(
ロ
l
タ
ス
1
1
2
1
3
1
)8
日
間

期
間

9
月
ロ
日
ω

j
日
月
1
日

口凶0

デ
ジ
タ
ル

|
C入
門
8
日
間

期
間

9
月

4
日
間m
l
n
日
働

0
D
I
S
K
-B
A
S
I
C入
門

9
日
間

期
間

9
月
5
日
川w
l
uA
日
間

o
自
由
研
削
砥
石
特
別
教
育

期
間

9
月
刊

日
間

1
日
間

0
2級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
受
験
準

備
予
備
講
習

6
日
間

期
間

9
月
日
日
間
j
m
日
幽

o
一
般
家
庭
給
配
水
器
具
の
点

横
修
理

5
日
間

期
間

9
月
4
日
間
i
U
日
制

o
測
量
入
門

2
日
間

期
間

9
月
初
日
出
j
m
月
1
日

ロ
μ

租
税
に
関
す
る

0
3級
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
整

備
士
受
験
準
備
講
習

7
日
間

期
間

9
月
4
日
間

i
m
日
開

0
2級
ジ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
整

備
士
受
験
準
備
講
習

7
日
間

期
間

9
月
幻
日
嗣
j

m
日
幽

0
戸

l
ク
特
別
教
育

7
日
間

期
間

9
月
7
日
肘
i
お
日
同

0
板
取
り
展
開
の
仕
方

8
日
間

期
間

9
月
4
日
側
j

n
日
働

O
L
Pガ
ス
設
備
土
受
験
準
備

実
技
講
習

4
日
間

期
間

9
月
5
白
川w
j
凶
日
附

申
込
期
間

8
月
1
日
ω
1

(定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
(
干
制

諌
早
市
小
船
越
町
1
1
1
3
E
②

2
3
2
3
)
 

0
0
 

1

，ム

高
校
生
の
作
文
・
中
学
生
の
標
語

@
高
校
生
の
作
文

テ
i
マ

内
容
が
租
税
に
関
す
る

も
の
で
あ
れ
ば
何
で
も
よ
く、

テ

ー
マ

は
持
に
限
定
し
ま
せ
ん

応
募
資
格

高
校
生
で
あ
れ
ば
ど

な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す

応
募
規
定

1
人
1
編

3

0

0

0
字
以
内

。
中
学
生
の
標
語

テ
l
マ

内
容
が
租
税
に
関
す
る

も
の
で
あ
れ
ば
何
で
も
よ
く、

テ

!
?
は
特
に
限
定
し
ま
せ
ん
。
例

え
ば
、
道
路
や
橋
な
ど
身
近
に
使

わ
れ
て
い
る
税
を
標
語
に
し
て
く

だ
さ
い

応
募
資
格

中
学
生
で
あ
れ
ば
ど

な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す

応
募
数

l
人
何
編
で
も
よ
く
、

特
に
制
限
は
し
ま
せ
ん

締
め
切
り
お
よ
び
送
付
先

い
ず
れ
も
9
月
5
日
閃
ま
で
に
諌

早
税
務
署
へ



部
門
日
本
画
、

洋
画
、
デ
ザ
イ

ン
、
工
芸
、
写
真
、
書
、
彫
刻

出
品
点
数

各
部
門
と
も
1
人

2

点
以
内

出

品

料

1
点
に
つ
き
2
0
0
0
1
人
と
し
て
お
は
な
し
ゃ
絵
本

円
(
高
校
生
は
1
0
0
0
円
、
学
の
嫌
い
な
子
ど
も
は
い
ま
せ
ん
。

生
証
の
写
し
が
必
要
で
す
)

子

ど

も

は

、

遅

か

れ

早

か

れ

親

の

申
込
期
間

8
月
1
日

ω
l
m日
附
努
力
で
必
ず
本
好
き
に
な
る
も
の

作
品
の
搬
入

8
月
初
日
出

-
U

で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
が
お
母
さ
ん
の

日
目
、
午
前
日
時
j
午
後
4
時

話
し
か
け
に
笑
顔
で
こ
た
え
る
と
日
本
の
美
し
い
和
紙
で
、
子
の
ぬ

場
所

第
は
回
県
展
事
務
局
(
長
い
う
の
は
、
読
み
聞
か
せ
を
す
る

く
も
り
の
残
る
作
品
を
作
っ
て
み

崎
市
立
山
町
2
、
県
立
美
術
博
物

に
十
分
な
時
期
に
達
し
て
い
る
と
ま
せ
ん
か
。

館

内

)

い

う
こ
と
で
す
。

定
例
日

毎
月
第
2
木
曜
日

※
搬
入
に
つ
い
て
は、

市
教
委
で

読
み
聞
か
せ
を
知
っ
た
広
い
世

場
所

市
コ
ミ
セ
ン

は
取
扱
い
ま
せ
ん
。

界
に
心
を
遊
ば
せ
て
く
だ
さ
い
。

時

間

午

後

1

時

初

分

1

3

時

初

日

時

9
月
口
日
間

申

し

込

み

・

問

い

合

わ

せ

場

所

中

地

区

公

民

館

児

童

室

分

午

前

7

時

集

合

北

部

運

動

広

場

へ

社

会

福

祉

基

金

へ

V
九
州
電
力
側
大
村
発
電
所
HH緑

V
小
野
沢
等
(
東
本
町
)
4
千
円

化
成
木
(
か
し
の
木
ほ
か
)
大
村
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ

三
城
保
育
所

へ

V
福
田
兼
二
向
木
場
町
)
5
万
円

V
松
永
大
輔
(
東
本
町
)
電
気
オ

大
村
子
供
の
家
へ

ル
ガ
ン

V
赤
水
清
春
(
本
町
)
1
万
円

清
和
圏

へ

慈

恵

荘

へ

V
延
寿
会
HH舞
踊
慰
問

V
森
時
男
(
東
大
村
1
丁
目
)
5

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
HH
奉

仕

万

円

V
高
原
生
花
庖
HH
生
花

V
原
生
花
居
HH
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

V
園
田
食
料
品
庖
HH
お
菓
子

V
土
本
ス
イ
(
黒
丸
町
)
ト
マ
ト

V
大
村
歌
謡
愛
好
会
HH
唄
慰
問

V
松
原
西
部
老
人
ク
ラ
ブ

1
慰
問
、

V
あ
か
ね
歌
謡
教
室
HH慰

問

タ

オ

ル

、

洗

剤

、

雑

布

ほ

か

V
カ
ラ
オ
ケ
す
み
れ
会

1
慰

問

V

大

村

高

校

家

庭

ク

ラ

ブ
HH
慰
問

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎
・
岩
井
勝
泉
の
里
へ

・
中
島
松
一
・
末
永
辰
夫
)
理
容

V
川
上
国
喜
(
徳
泉
川
内
町
)
花

奉

仕

V

松

尾

八

郎

(

松

原

2

丁

目

)

5

第
泊
固

県

展

県
展
事
務
局
(
岱
長
崎
③
6
3
4

※
県
展
実
施
要
項
、
申
込
書
は
、

市
社
会
教
育
課
に
も
あ
り
ま
す
。

お
は
な
し
の
会

ご
寄
寸f
aり
が
と
う
ご
ず
い
ν
ま
し
た

ご
好
意

。
香
典
返
し

文
化
会
館
建
設
基
金
へ

V
大
村
市
音
楽
団
体
協
議
会

l
m

万
円
社
会
福
祉
基
金
へ

V
松
尾
則
義
(
宮
代
町
)
叩
万
円

V
森
雄
三
二
岩
松
町
)
日
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
福
田
兼

一
(
向
木
場
町
)
5
万
円

V
仲
野
ハ
ル
(
水
計
町
)
5
万
円

V
栗
原
忠
明
(
原
口
町
)
初
万
円

(
敬
称
略
)

V
原
ミ
ス
干
(
西
部
町
)
5
万
円

V
中
嶋
正
昭
(
日
泊
町
)
5
万
円

V
岩
崎
文
雄
(
諏
訪
2
丁
目
)
5

万
円
V
田
中
ユ
キ
ヨ
(
岩
松
町
)
叩
万
円

V
富
永
春
子

(
田
下
町
)
5
万
円

。
一
般
寄
付

大
村
小
学
校
へ

V
元
大
村
小
学
校
校
医
、
藤
井
利

臣
H
H
デ
ジ
タ
ル
身
長
計
、
鏡

(姿

見
)
叩
万
円
相
当

日
時

毎
週
月
曜
日

ω分
1
3
時
ま
で

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
母
さ
ん
方

に
よ
る
読
み
聞
か
せ
で
す
。

入
場

無
料

問
い
合
わ
せ

中
地
区
公
民
館

(宮
⑬
1
3
7
6
)

午
後
2
時

和
紙
ち
ぎ
り
給

ク

ラ

ブ

会

費

月

額

5
0
0
円

申
し
込
み

市
コ
ミ
セ
ン
(
宮
@

3
1
6
1
)
 

ジ
ュ
ニ
ア

リ
ズ
ム
体
操
会
員

ヨ
ガ
体
操
や
楽
し
い
曲
に
あ
わ

せ
て
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
?

幼
児
・
児
童
の
お
友
だ
ち
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日

時

毎

週
金
曜
日
午
後
4
時

j

5
時

場

所

3

B
体
操
丸
石
教
室
(
松

並
2
丁
目
パ
ー
ラ
ー
M
2
階
)

会

費

月

額
2
0
0
0
円

連
絡
先

森
(
宮
③
8
3
0
6
)

若

水

AQE 

一
緒
に
、
お
茶
の
心
を
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

初
心
者
の
方
、
大
歓
迎

定
例
日
毎
月
第
2
・
4
月
曜
日

午
後
7
時
j
9
時

場
所
市
コ
ミ
セ
ン
和
室

会
費
月
額
1
5
0
0
円

連

絡

先

岩
永

(
岱
@
3
7
2
4
)

秋
の
山
登
山

皆
さ
ん
を
ご
案
内
し
ま
す

万
円
V
鈴
木
・
和
田
・
好
回
・
平
・
井

手
理
容
院
HH
理
容
奉
仕

V
磯
田
正
英
(
松
原
2
丁
目
)
叩

万
円
V
九
州
電
力
側
大
村
営
業
所

1
百

木V
後
藤
則
雄
(
坂
口
町
)
5
万
円

V
前
舟
津
寿
会
HH
1
万
円
、
タ
オ

ル
、
石
け
ん

V
永
洲
ま
ん
じ
ゅ
う
本
舗

l
ま
ん

卜
し
ゅ
、
っ

V
大
川
田
老
人
会

1
奉
仕

V
川
添
広
(
松
山
町
)
健
康
器
旦
(

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

1
奉
仕

V
中
嶋
正
昭
(
日
泊
町
)
5
万
円

.
菓
子

集
合
場
所
黒
木
駐
車
場

内

容

・

A
コ
i
ス
H
H
黒
木
l
五

家
原
j
金
泉
寺
j
経
が
岳
j
岩

屋
越
1
黒
木
(
約
日
時
間
)

-
B
コ
l
ス
HH
黒
木
1
五
家
原
j

金
泉
寺
1
経
が
岳
j

つ
げ
尾
1

黒
木
(
約
8
時
間
)

-
C
コ
ー
ス
1
黒
木
1
五
家
原
1

金
泉
寺
j
黒
木
(
約
6
時
間
)

参
加
資
格
満
日
歳
以
上
(
た
だ

し
日
歳
未
満
は
保
護
者
の
同
意
が

必
要
で
す
」

主
催
多
良
火
山
火
口
壁
を
歩
く

市
民
の
会

協
力
大
村
山
岳
会

参
加
料
1
人
5
0
0
円

募
集
人
員
1
0
0
人

申
込
期
間
8
月
7
日
間
1
乱
日

附申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課

勺

F9
ミィ

hミ
-
ミ

r-i
h
き
-
i
h
Fh
F
'宅
-
iJJ

…
お
わ
び
と
訂
正

…

…

市
政
だ
よ
り
7
月
号
ロ
ペ

l
一

一
ジ
に
、
危
険
物
取
扱
者
お
よ
び

一

…
消
防
設
備
士
の
免
状
書
換
に
つ

…

一い

て
掲
載
い
た
し
ま
し
た
が
、

一

一
大
村
消
防
署
の
電
話
番
号
が
誤

一

一
っ
て
い
ま
し
た
。

一

一

関
係
者
の
皆
様
に
は
大
変
ご

一

一
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た

一

一
こ
と
を
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
一

一

す

。

一

一
正

⑫

4
1
3
8

一

…

誤

@

4
1
3
8

一

F
.，
ミ

hi
fhき
/h
i
-き
‘，
き

h
a??
-h'
さ・
!

ハ
叶
U

寸
』
よ



8月の健康カレ乙;I:J+-

8
月
は
、
市
県
民
税
(
2
期
)
、
国
民
健
康
保
険
税
(
2
期
)
の
納
期
で
す
。

18  
乳幼児健康相談 松原出張所 ⑧13:30-15:00

17日 機能訓練根気の会 福祉センター 13:30-15:30 
(火) (本)定期巡回献血 市役所 9:30-12:00

2日 18日 成人の健康相談 福祉センター 13:00-15:00 

(水)
妊婦教室(1) 市役所 13 : 00 -16 : 00 

(劃 ⑪⑮…4日幽と 同じ

4歳6か月児健康診査

38  市コミセン ②13 : 00 -13 : 30 
機能訓練根気の会 福祉センター 13 : 30-15 : 30 ⑪⑧ ..11日闘 と同じ(本)

4白 成人の健康相談 福祉セン ター 13 : 00 -15 : 00 19日 耳とことばの相談 福祉センタ- 13:00-15:00 
(錨 ⑪40歳以上 (出
⑮血圧測定 ・みそ汁の塩分濃度測定ほか

当番医20日
6日 当番医 (日) (小)田川小児医院東本町 宮@4000

(日) (内・小)与那城医院池田新町 宮@ 55 7 5 (外・内)田崎医院 古町 1丁目 宮@ 12 34 
(整)牟田整形外科医院古町 2丁目 宮② 4501

21日 乳鈎児健康相談 竹松出張所
7日 安産教室 市役所 9:30-11: 00⑧ 9:30まで (月) ⑧ 9: 30-11: 00・…..0 -6か月の乳児

(月) ⑮母子健康手帳、ズボン 13:30-15:00・・・・・・ 7か月以上の乳幼児

一般健康相談 市役所 13:00-16:00 ⑮離乳食教室 10: 30-

⑮…4日幽と同じ

22日
乳鈎児健康相談 萱瀬出張所 ② 9:30-11 :00 8日 乳羽児健康相談 市コミセン (火)

(刈 ② 9:30-11:00......0-6か月の乳児

13:30-15:00・・…・ 7か月以上の乳幼児
23日

⑮離乳食教室 10: 30-
(水)
妊婦教室体)市役所 13 : 00 -16 : 00 

9臼
妊婦教室(2) 市役所 13: 00-16: 00 24白 3歳児健康診査 大村保健所

(水)
(木) ② 9:30-10:00、13:00 -13: 30 
⑪昭和61年 2月生まれ(60年 8月-61年 1月生

竹田 4歳6か月児健康診査 まれて¥まだ受けていない人も受診して くだきし、)

(翁 市コミセン ②13: 00-13: 30 
⑮母子健康手帳、問診票

⑪昭和63年 1月生まれ(62年 8月-12月生まれ

で、まだ受けていない人も受診してくださし、)
27日 当番院

⑮母子健康手帳、問診票、お子さんの歯ブラシ
(日) (内・小)松尾医院 玖島1丁目 E⑫ 441 2 
(耳)海江田医院東本町 宮② 3329

13日 当番医

(日) (内・外)渡辺医院松原 1丁目 E町@E自8262今24578356 O 略号の説明
(整)松永整形外科医院西大村本 1 

⑪…対象 ③…受け付け

16 8 ⑮…持ってくるもの ⑮ 一内容

(水)
妊婦教室(3) 市役所 13: 00-16: 00 当番医の診療時間 9: 00-18: 00 

毎
月
l
回

発
行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
宮
問
問
4
1
1
1

編
集
/
秘
書
広
報
課

印
刷
所
/
九

州

凸

版

附

人口の動き

71.994 
(+ 67) 

34.361 
(+ 47) 

37.633 
(+ 20) 

21.981 
(+ 49) 

ハU
円
ノ
白

〉内は前月比

ア月4日現在

男

女

世帯数

言十人口

~記ヤミð:<ミ5悼5悼δ~~ð:<叫悼δヤミ5悼ð:<ミぷ岩崎悼命記悼占悼今時悼占悼与も占悼5悼δ悼ð:<ミδ悼5悼δ悼5同'.

t 市民相談コーナー〈秘i書広報課〉ですべて無料で、行っています。 ~

8 お気軽にご相談ください。~
月 人 権 相談 ( 3日 10: 00~15 : 00) ~ 

o 行政相談 (10日 9: 30~12 : 00) ~ 
街 法 律相談 。6日 10: 00~15 : 00) ~ 
相 ~ 通事故相 談 (22日 10: 00~15 : 00) ~ 

訟 年金相 談 (23日 10: 00~15 : 00) 1 
] 不動産相談 (25日 13: 00~16 : 00) 主

し二三主主で笠笠と三こ三Zム…J
8月の大村ボート (7 日 ~8 日モー ターボー ト記念場外発売、

12 日 ~18 日お盆特選レー ス、 25 日 ~ 30 日 )
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